
●人口 13,995人（前月比＋ 3 人） 男 7,022人（± 0 人）

（前年比＋ 34人） 女 6,973人（＋ 3 人）
●世帯数 4,042世帯前月比（＋ 7 世帯）

平成20年 9月末現在の

人口の動き
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9月に行われたセーリングに引き続き、10月17日（金）～
22日（水）の日程で2009年開催の「トキめき新潟国体」リ
ハーサル大会と位置付けられた全国社会人サッカー選手権大会
が開催されました。聖籠町では18日～19日までの間、計4試
合が行われ、会場となったスポアイランド聖籠には、地元から
駆けつけた応援団からの熱い声援が飛びかっていました。
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決
算
と
は
？

決
算
は
会
計
年
度
（
四
月
〜
翌
年

三
月
）
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
の

実
績
を
報
告
す
る
確
定
的
な
計
数
表

で
す
。
決
算
書
は
会
計
年
度
終
了
後

に
作
成
さ
れ
、
監
査
委
員
が
審
査
し

た
後
、
議
会
の
認
定
で
確
定
し
ま
す
。

町
長
は
、
決
算
を
議
会
の
議
決
書
と

一
緒
に
県
知
事
に
報
告
し
、
そ
の
要

点
を
住
民
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

一般会計決算
一般会計とは市町村などの会計の中心で

行政運営の基本的な経費を処理する会計で
す。平成19年度、町の歳入は75億4,514万円
で、歳出が71億3,657万円となり、差し引き
4 億857万円の黒字決算となりました。

（平成18年度　73.6％）
一般財源のうち、人件費、事務費、公債費など

の必要経費の割合を経常収支比率といいます。こ
の率が高いほど財政に余裕がなく、80％を超える
と財政面で慎重さが必要になります。

（平成18年度　1.453）
地方公共団体の財政上の能力を示す指数です。

この指数が1.0を超えると国からの交付税が配分さ
れません。（不交付団体となります）
聖籠町は昭和59年から不交付団体です。

経常収支比率　67.0％ 財政力指数　1.449

一般会計歳出
71億3,657万円

町民一人あたり
51万4,496円
（ ）平成20年３月31日の

人口13,871人

125億円125億円125億円125億円125億円125億円125億円125億円125億円125億円125億円125億円125億円125億円125億円125億円125億円使いました

一般会計歳入 

75億4,514万円 

町税 
53億8,022万円 
（71.3％） 

内訳 
固定資産税　　　　42億4,474万円（78.9％） 
町民税（法人）　　 　5億2,036万円（9.7％） 
町民税（個人）　　 　4億3,238万円（8.0％） 
軽自動車税、たばこ税、入湯税等　１億8,274万円（3.4％)

内訳 
固定資産税　　　　42億4,474万円（78.9％） 
町民税（法人）　　 　5億2,036万円（9.7％） 
町民税（個人）　　 　4億3,238万円（8.0％） 
軽自動車税、たばこ税、入湯税等　１億8,274万円（3.4％)

地方譲与税 
1億4,749万円 
（2.0％） 

町 債 
1億7,599万円 
（2.3％） 

財源不足による借入金 

国庫支出金 
2億1,700万円 
（2.9％） 

使い道を特定して国が 
支出する補助金等 

地方消費税交付金 
1億7,544万円 
（2.3％） 

県支出金 
2億4,596万円 
（3.3％） 

使い道を特定して県が 
支出する補助金等 

繰越金 
3億724万円 
（4.1％） 

前年度から繰り越し 
たお金 

諸収入 
4億7,614万円 
（6.3％） 

貯金利子や税の延滞金、 
貸付金の回収金など 

その他 
4億1,966万円 
（5.5％） 

分担金及び負担金、 
使用料、手数料など 

こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
九
年
度
の
町
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
九
月
の

定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
一
年
間
に
使
わ
れ
た
お
金

は
、
一
般
会
計
と
六
つ
の
特
別
会
計
合
わ
せ
て
約
百
二
十
四
億
五
千

万
円
で
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使
わ

れ
た
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

蕁
２
７
｜
１
９
５
６
（
直
通
）
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3 H20.11広報聖籠

区　　　　　分 平成19年度末残高

一 　 般 　 会 　 計

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

水 道 事 業 会 計

合　　　　　計

40億1,788万円

1億779万円

80億5,289万円

6億4,436万円

128億2,292万円

区　　　　　分 平成19年度末残高

財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
災 害 救 助 基 金
土 地 開 発 基 金
道 路 整 備 基 金
教 育 振 興 基 金
公 共 用 施 設 整 備 基 金
公 共 用 施 設 維 持 基 金
地 域 福 祉 基 金
観音の湯ざぶ～ん館維持基金
亀代地区多目的屋内運動場施設維持基金
町営住宅及び共同施設維持基金

合　　　計

8億3,640万円
8,395万円

1億2,566万円
6,354万円
1,871万円
317万円
1,903万円
6,995万円
4,635万円

1億2,321万円
513万円
1,964万円

14億1,474万円

■町債の状況

■基金の状況

特別会計とは？
地方公共団体の会計は、本来一つの会計が原則です。し

かし、様々な行政需要が求められてきている現在、単一の
会計で処理することが難しくなってきました。
そこで次のような特定の事業を一般会計から分けて、わ

かりやすいように処理するのが特別会計です。

会　　　計　　　名 歳　　　入

事業勘定

施設勘定

13億6,298万円

1億3,653万円

9億2,874万円

8億1,122万円

966万円

17億7,598万円

2億4,097万円

2億542万円

歳　　　出

12億5,886万円

1億2,882万円

9億4,289万円

7億9,158万円

515万円

17億5,223万円

2億3,029万円

2億760万円

国民健康保険

収益的収支

資本的収支
水道事業

老人保健

介護保険

県営開拓パイロット事業

公共下水道事業

特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算特別会計決算

平成19年度
決　算

平成19年度に行った
主な建設事業

・町道改良舗装工事
１億1,483万円

・文化会館照明設備更新工事（第２期）
8,190万円

・文化会館舞台音響設備更新工事
4,513万円

・地域交流館「なごみの家」建設工事
3,990万円

・消雪パイプ設備工事
2,226万円

・山倉小学校校舎外壁改修工事
1,869万円

・歴史資料展示館建設工事
1,229万円

まちづくりのために
合　計一般会計

特別会計

一般会計歳出 

71億3,657万円 

土木費 
11億4,711万円 
（16.1％） 

道路・公園・港湾整備など 

民生費 
12億8,880万円 
（18.1％） 

高齢者・児童・障害 
福祉事業など 

教育費 
13億1,926万円 
（18.5％） 

こども園・学校・社会教育・ 
　　　社会体育事業など 

総務費 
8億3,745万円 
（11.7％） 

公害・交通安全対策、 
選挙、広域関連事業など 

公債費 
6億8,411万円 
（9.6％） 

町が借り入れたお金 
の返済 

農林水産業費 
2億9,021万円 
（4.1％） 

農業・漁業振興、土地 
改良事業など 

諸支出金 
2億8,874万円 
（4.0％） 
基金への積立 
（町の貯金） 

衛生費 
6億5,803万円 
（9.2％） 

予防検診・保健事業、 
ごみ処理事業など 

消防費 
3億2,625万円 
（4.6％） 

消防団活動、消防施設 
整備など 

商工費 
1億9,463万円 
（2.7％） 
商工業の振興、 
観光事業など 

議会費 
1億105万円 
（1.4％） 
議会活動 

労働費 
93万円 
（0.0％） 
雇用対策など 
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平成19年度
バランスシート
公 表

平成19年度
まちの資産430億円
聖籠町では平成１２年度分からバランスシート（貸借対照表）を作成していま
す。これは町がどこから資金を調達し、どんな資産や借金を残したかという状
況を総合的に対照表示して資産がどの程度なのかをわかりやすく比較するため
のものです。
バランスシートに関するお問い合わせは　
役場税務財政課　蕁２７－１９５６（直通）までお願いします。

平成19年度 聖籠町バランスシート（貸借対照表）

借　　　　　　　　　　方

［資産の部］
1. 有形固定資産
（１）総務費　　　　　　　　　　　　　2,540,447
（２）民生費　　　　　　　　　　　　　1,383,234
（３）衛生費　　　　　　　　　　　　　1,223,178
（４）労働費　　　　　　　　　　　　　　 69,137
（５）農林水産業費　　　　　　　　　　 876,079
（６）商工費　　　　　　　　　　　　　　 54,358
（７）土木費　　　 20,428,376
（８）消防費　　　　　　　　　　　　　　 95,400
（９）教育費　　　　　　　　　　　　 11,842,165
（10）その他 92,461

計　　　　　　　　　　　　　　 38,604,835
（うち土地　　　　　　　　　　　 18,283,432）
有形固定資産合計　　　　　　　　　 38,604,835

2. 投資等
（１）投資及び出資金 1,429,288
（２）貸付金 1,036,656
（３）基　金

①特定目的基金 430,874
②土地開発基金 63,544
③定額運用基金　 2,500
基　金　計 496,918

投資等合計　　　　　　　 2,962,862

3. 流動資産
（１）現金・預金

①財政調整基金　　　　　　　　　 836,398
②減債基金　　　　　　　　　　　　83,954
③歳計現金 413,084
現金・預金計 1,333,436

（２）未収金
①地方税　　　　　　　　　　　　　52,462
②その他　　　　　　　　　　　　 3,706
未収金計　　　　　　　　　　　　56,168

流動資産合計　　　　　　　　　　　 1,389,604

資産合計　　　　　　　　　 42,957,301

貸　　　　　　　　　　方

［負債の部］
1. 固定負債

（１）地方債　　　　　　　　　　　　 3,416,661

（２）債務負担行為
①物件の購入等　　　　　　　　　　　 0
②債務保証又は損失補償　　　　　　　 0
債務負担行為計　　　　　　　　　　 0

（３）退職給与引当金　　　　　 1,406,901

固定負債合計　　　　　　　　　　 4,823,562

2. 流動負債

（１）翌年度償還予定額　　　　　　　　 601,214

（２）翌年度繰上充用金　　　　　　　　　　　0

流動負債合計　　　　　　　　　　　 601,214

負債合計　　　　　　　　　　　　 5,424,776

［正味資産の部］

1. 国庫支出金　　　　　　 2,515,597

2. 都道府県支出金　　　　 599,562

3. 一般財源等　　　　　　　　　　　　34,417,366

正味資産合計　　　　　　　　　 37,532,525

負債・正味資産合計　 42,957,301

（平成20年３月31日現在） （単位：千円）

※債務負担行為に係る補償等　　　①物件の購入等に係るもの　　　　　　156,643千円
②債務保証及び損失補償に係るもの　　500,764千円
③利子補給等に係るもの　　　　　　　262,848千円
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施　設　名

役場庁舎

亀代小学校

蓮野小学校

山倉小学校

聖籠中学校

町民会館

亀代多目的屋内運動場

蓮野多目的屋内運動場

山倉多目的屋内運動場

町営聖籠町野球場

多目的屋外運動広場

亀代こども園

蓮潟こども園

蓮野こども園

学校給食共同調理場

保健福祉センター

聖籠こども園

観音の湯ざぶ～ん館

老人福祉センター（聖海荘）

蓮のギャラリー

観音の湯ホテルざぶ～ん

地域交流館「なごみの家」

歴史資料展示館

取得年度 耐用年数 取得価格 減価償却
累計額 残存価格

笊
は
、
資
産
額
と
負
債
額
を
平
成
十
八
年
度
と
平

成
十
九
年
度
で
比
較
し
た
も
の
で
す
。

○
　
資
産
と
は
、
町
民
の
た
め
の
財
産
で
「
有
形
固

定
資
産
」、「
投
資
等
」
及
び
「
流
動
資
産
」
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
産
の
総
額
は
、
四
百
三
十
億
円
（
町
民
一
人

あ
た
り
三
百
十
万
円
）
で
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
で
　

す
。

○
　
負
債
は
将
来
に
支
払
う
べ
き
債
務
で
あ
り
、
今

後
、
町
民
が
負
担
す
る
借
金
な
ど
で
、「
固
定
負

債
」、「
流
動
負
債
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

負
債
総
額
は
、
五
十
四
億
円
（
町
民
一
人
あ
た

り
三
十
九
万
円
）
で
、
過
去
に
発
行
し
た
町
債
の

償
還
の
終
了
等
で
前
年
度
よ
り
五
億
円
減
少
し
て

い
ま
す
。
負
債
が
多
く
な
れ
ば
、
町
税
な
ど
か
ら

そ
の
償
還
に
あ
て
る
資
金
が
た
く
さ
ん
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
新
た
な
事
業
の
展
開
が
難
し
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
　
正
味
資
産
の
総
額
は
、
三
百
七
十
五
億
円
（
町

民
一
人
あ
た
り
二
百
七
十
一
万
円
）
で
前
年
度
よ

り
四
億
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
正
味
資
産
と
は
、

資
産
形
成
の
た
め
に
町
民
が
す
で
に
負
担
し
た
額

と
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
の
合
計
額
で
、
現
在

の
資
産
の
う
ち
借
金
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
財
産

の
額
と
い
え
ま
す
。

資
産
の
内
訳

資
産
総
額
の
う
ち
約
九
十
％
を
有
形
固
定
資
産
が

占
め
て
い
ま
す
。
有
形
固
定
資
産
と
は
、
土
地
や
建

物
を
中
心
と
し
た
公
共
施
設
な
ど
の
こ
と
で
す
。
土

地
明
細
と
主
な
施
設
の
状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
笆
、
笳

の
と
お
り
で
す
。

投
資
等
と
は
、
各
種
団
体
な
ど
へ
の
出
資
や
貸
し

付
け
の
こ
と
で
す
。
流
動
資
産
は
、
現
金
あ
る
い
は

一
年
以
内
に
現
金
化
が
可
能
な
基
金
や
預
金
の
ほ

か
、
債
権
と
し
て
未
収
金
を
含
ん
で
い
ま
す
。

バランスシートからわかること

年　　　度 人　　口 負　　債資　　産 正味資産
資　　産 負　　債 正味資産

町 民 １ 人 あ た り

笳主な施設の状況　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

笊平成18年度と平成19年度の比較

昭和52年

昭和52年

昭和60年

昭和61年

平成12年

平成元年

平成７年

平成８年

平成10年

昭和60年

平成12年

昭和58年

昭和54年

昭和61年

平成元年

平成４年

平成８年

平成９年

昭和56年

平成11年

平成13年

平成19年

平成19年

50

47

47

47

47

47

22

22

22

30

30

47

47

47

47

50

22

31

50

22

31

22

22

935,806

969,676

1,120,007

1,142,370

5,375,575

3,882,500

383,244

410,597

365,092

360,576

561,934

423,922

362,522

378,988

300,974

793,766

503,021

1,246,426

263,683

25,967

350,460

39,900

12,293

512,076

570,831

597,573

591,606

1,135,512

1,994,655

179,551

181,194

133,101

217,941

119,495

230,017

214,910

203,250

170,994

348,954

232,901

563,974

146,883

8,170

80,268

0

0

423,730

398,845

522,434

550,764

4,240,063

1,887,845

203,693

229,403

231,991

142,635

442,439

193,905

147,612

175,738

129,980

444,812

270,120

682,452

116,800

17,797

270,192

39,900

12,293

面 積（裃） 評価額（円）

笆土地明細表

町民会館等

体育施設

幼稚園

学校給食共同調理場

保健福祉センター

保育園

墓　地

その他

9,212.48

1,707.04

509.71

164,000.00

13,017.94

95,807.00

319,787.00

1,529,386.27

33,068.99

73,001.06

33,588.40

3,411.87

25,846.25

6,969.28

18,164.00

285,521.74

61,236.82

123,994.00

29,508.00

8,247.00

2,848.07

2,838,832.92

79,227,328

9,637,227

4,077,680

1,138,622,700

79,141,200

319,398,346

24,335,790

13,965,675,297

264,551,920

407,693,840

250,090,400

27,294,960

165,416,000

39,710,592

0

684,790,913

482,905,757

14,657,936

279,778,890

24,951,432

21,473,584

18,283,431,792

警察（消防）施設

その他の施設

本庁舎

学　校

公営住宅

公　園

指定保安林

道　路

宅　地

山　林

原　野

雑種地

その他

合　　　　　計

その他
の行政
機関

その他
の施設

行
　
政
　
財
　
産

公
用
財
産

公
共
用
財
産

普
通
財
産

平成19年度末

平成18年度末

増　　減

13,871人

13,887人

△ 16人

430億円

430億円

－

54億円

59億円

△５億円

375億円

371億円

４億円

310万円

310万円

－

39万円

43万円

△４万円

271万円

267万円

４万円
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平成19年度決算に基づく
健全化判断比率及び資金不足比率

早期健全化基準

聖籠町の比率 － －
連結実質赤字比率

1 4 . 5
実質公債費比率

6 1 . 0
将来負担比率実質赤字比率

財政再生基準

1 4 . 4 7 1 9 . 4 7 2 5 . 0 3 5 0 . 0
2 0 . 0 0 4 0 . 0 0 3 5 . 0 －

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により地方公共団体は、健全化判断比率及び資金不足比率を算定し、
監査委員の審査に付した上で議会へ報告し、住民に公表することが平成19年度決算から義務付けられました。
それぞれの指標が、早期健全化基準、財政再生基準を上回ると、財政健全化計画、財政再生計画を策定（平成20年

度決算から適用）しなければなりません。
本町における平成19年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率を次のとおり公表します。

1  健全化判断比率 （単位：％）

下水道事業特別会計
水道事業会計 －

資金不足比率

－

2  資金不足比率
特別会計の名称

（単位：％）

一般会計等における標準財政規模に対する、歳入総額から歳出総額を差し引いた額の割合です。
つまり、黒字か赤字かを判断する指標です。本町は、赤字でない（黒字）ため、「－」で表してい
ます。

町の全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する割合です。本町は、赤字でない（黒
字）ため「－」で表しています。

収入のうち、どのくらいを借金の返済にあてているかを示す指標で、資金繰りの危険度を示し
ます。一部事務組合、広域連合まで含めて算定します。

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率で、それらの負債が将
来、財政を圧迫する可能性があるかを示したものです。

指標が、一つでもこの基準を超えた場合、「財政健全化計画」を策定し、自主的な改善努力に
よる財政健全化を行っていかなければなりません。（イエローカード）

指標が、一つでもこの基準を超えた場合、「財政再生計画」を策定し、国等の関与による確実
な再生を行っていかなければなりません。（レッドカード）

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

早期健全化基準

財 政 再 生 基 準

健
全
化
判
断
比
率

公営企業の資金不足額に対する事業の規模の割合を示したもので、経営状況の健全度を表して
います。本町は、資金不足がないため「－」と表示しています。資 金 不 足 比 率

※１　地方公共団体の標準的な年間収入
※２　一般会計等が償還する地方債や、退職手当支給予定額等の合計
※３　収入－支出などで求められ、一般会計等の実質赤字に相当するもの

※1

※2

※3

【用語の説明】

地方公社・第三セクター等 

一般会計 

県営開拓パイロット事業 
聖籠町特別会計 

国民健康保険特別会計 

老人保健特別会計 

介護保険特別会計 

公共下水道事業特別会計 

水道事業会計 

一部事務組合・広域連合 

一
般
会
計
等 

公
営
事
業
会
計 

実
質
赤
字
比
率 

資
金
不
足
比
率 

連
結
実
質
赤
字
比
率 

実
質
公
債
費
比
率 

将
来
負
担
比
率 

※公営企業会計 
　ごとに算定 

平成19年度決算に基づく
健全化判断比率及び資金不足比率

3  健全化判断比率等の対象範囲
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人事行政の運営状況
聖籠町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成17年聖籠町条例第15号）第4条の規定に
より、平成19年度の人事行政の運営状況等について公表します。

●人事行政の運営状況の公表について
地方公務員法で、定員、給与、任免、研修等の人事行政全般について住民へ公表することが義務づけられ
ています。これは人事行政の運営状況等を公表し、公平性、透明性を一層高めることを目的としています。
今後も行政改革大綱に基づき、適正な定員管理、給与の適正化、研修等による職員の資質向上に努めてい
きます。

1. 職員の任免及び職員数に関する状況（平成19年度）

2. 職員の給与の状況

（1）退職者の状況

退職事由

一 般 行 政

専　門　職

教　育　職

技能労務職

計

定年退職

6

-

-

2

8

勧奨退職

-

-

1

-

1

普通退職

1

-

1

-

2

計

7

-

2

2

11

（2）採用者の状況

区　分

上 級 試 験

中 級 試 験

選 考 考 査

計

一般行政

5

1

-

6

教育職

-

-

-

0

技能労務職

-

-

-

0

計

5

1

-

6

（4）定員適正化計画
計　画　期　間 数値目標

5 ％（10名）削減
始　　期 終　　期

平成17年4月1日 平成22年4月1日

（3）職員数に関する状況（平成20年4月1日現在）

区　　分

部　　門

職員数
主な増減理由

一般行政

部　　門

普通会計合計

公営企業等

会計部門

H19

3

33

11

23

14

9

2

11

106

58

58

164

2

22

24

188

増減数

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

小　　計

特別行政

部　　門

水　　道

そ の 他

小　　計

合　　　　計

H20

3

34

10

23

14

9

2

10

105

53

53

158

2

23

25

183

H20

0

1

－ 1

0

0

0

0

－ 1

－ 1

－ 5

－ 5

－ 6

0

1

1

－ 5

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者・派遣職員などを含み、臨時、又は非常勤職員を除いています。

（1）人件費の状況（普通会計決算）

区　分

19年度 13,922人

国体推進室業務増による増

業務を伴わない減

後期高齢者医療広域連合の創設に
よる増

住民基本台帳人口
（19年度末）

7,082,688千円

歳　出　額
A

413,084千円

実 質 収 支

19.5 ％

（参　考）
18年度人件比率

1,342,666千円

人　件　費
B

19.0 ％

人件比率
B／A

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分

20年度 163人

職　員　数
A

640,899千円

給　　料

66,795千円

給　　　与　　　費

5,940千円

１人当たり給与費
B／A

260,484千円

期末勤勉手当

968,178千円

計　　Ｂ

（注）1 職員手当には退職手当を含まない。
2 職員数及び給与費は当初予算に計上された値。

職員手当

（3）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）
ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す数値です。

99 
98 
97 
96 
95 
94 
93

H14 

97.4
98.4

96.0
95.5 95.4 

94.4 

H15 H16 H17 H19 H18 

調理員、用務員及び業務を伴わな
い減

業務を伴わない減
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（4）職員の平均給与月額、初任給等の状況（普通会計）
①職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与
月額の状況（平成20年4月1日現在）
区　　分

一般行政職

技能労務職

43.02 歳

43.07 歳

平均年齢

324,347円

281,420円

平均給料月額

358,517円

295,800円

平均給与月額

（注）1 「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均。
2 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもの。

②職員の初任給の状況（平成20年4月1日現在）

区　　分

一般行政職
大学卒

高校卒

172,200円

140,100円

聖　籠　町

185,800円

149,800円

185,800円

149,800円

2年後の給料

172,200円

140,100円

初任給初任給

国

2年後の給料

区　　分
１　級
２　級
３　級
４　級
５　級
６　級

主事
主事
主任
係長、主幹
課長補佐、次長
課長、参事

標準的な職務内容

10  人
12  人
44  人
17  人
9  人
16  人

職　員　数

9.3 ％
11.1 ％
40.7 ％
15.7 ％
8.3 ％
14.8 ％

構　成　比
（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成20年4月1日現在）

（注）1   給与条例に基づく給料表の級区分による職
員数。

2   標準的な職務内容とは、それぞれの級に該
当する代表的な職務。

（6）職員手当の状況（普通会計）
①期末・勤勉手当、退職手当の状況（平成20年度）
区　　　分

期末・勤勉手当

（支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　　勤勉手当
・６月期　　　　　　　　　　1.40月分　　　　　　　　　　　 0.725月分
・12月期　　　　　　　　　　1.60月分　　　　　　　　　　　 0.725月分

計　　　　　　　　　　3.00月分　　　　　　　　　　　 1.45月分
・１人当たり平均支給額（平均19年度） 1,616 千円
職階上の段階、職務の級等による加算措置有り（５～15％）

聖　　　　　籠　　　　　町 国

自己都合　　　　　　　　　　　勧奨・定年
・勤続20年　　　　　　　　　23.50月分　　　　　　　　　　　30.55月分
・勤続25年　　　　　　　　　33.50月分　　　　　　　　　　　41.34月分
・勤続35年　　　　　　　　　47.50月分　　　　　　　　　　　59.28月分
・最高限度額　　　　　　　　59.28月分　　　　　　　　　　　59.28月分
・加算措置　　　　　　　　　定年前早期退職の場合は１年につき２％加算（20％限度）
・１人当たり支給額（平成19年度） 21,861千円

退　職　手　当

同　じ

同　じ

支給実績（平成19年度決算）

職員１人当たり平均支給年額
（平成19年度決算） 192千円

30,296千円

支給実績（平成18年度決算）

職員１人当たり平均支給年額
（平成18年度決算）

23,559千円

150千円

支給実績（平成19年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額
（平成19年度決算）

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成19年度）

手当の種類（手当数）

主な手当の名称

15,167円

455千円

16.1％

税徴収手当、防疫等作業手
当、除雪作業手当、用地交
渉手当

９種類

②時間外勤務手当・休日勤務手当 ③特殊勤務手当（平成20年4月1日現在）

※支給実績及び平均支給年額は、医師を除く。
④その他の主な手当（平成20年4月1日現在）

手 当 名

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当

扶養親族のある職員に対し扶養区分に応じた額を支給

内 容 及 び 支 給 単 価

20,740千円

支給実績
（19年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額
（19年度決算）

借家等の場合は家賃に応じた額を支給し（27,000円を限度）、住居を
新築又は購入した場合は5年間月額2,500円支給

２㎞以上の距離を自動車等で通勤する職員に対し通勤距離に応じた
額を支給

課長、室長、事務局長に月額33,200円、参事、園長、館長に 24,900
円支給

4,133千円

7,819千円

11,458千円

233,039円

179,696円

49,802円

477,404円

※管理職手当は、平成19年4月1日に改定され、現在経過措置中。

給　　　料
町　　　長
副　町　長
教　育　長
議　　　長
副　議　長
議　　　員

区　　　　　　　分
806,000円
645,000円
530,000円
303,000円
246,000円
222,000円

給料等月額

６月期　　　　　　1.60月分
12月期　　　　　　1.70月分
計　　　　　　　3.30月分

※ 教育長は職員と同じ

期　末　手　当
（7）特別職の報酬等の状況（平成20年4月1日現在）

報　　　酬
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3. 職員の勤務時間その他の勤務条件
（1）勤務時間の状況
1週間の正規の勤務時間

40時間 ８時間 8：30
開始時間

17：30
終了時間

12：00 ～ 13：00
休憩時間1日の正規の勤務時間

（2）年次有給休暇の状況

総取得日数

1,749.7日 181 9.7日
平均取得日数全対象職員

年次有給休暇は、１の年（暦年）ごとに20日付与され（中途採用者を除く。）、20日を超えない範囲内の残日数は、40日を限度として翌年に繰
り越すことができる。

（3）育児休業の状況（平成19年度実績）
性別

男
女

－
4

－
－

3月未満

－
2

3月以上6月未満

－
2

6月以上1年未満休業者数

－
－

1年以上

※平成19年度に新たに育児休業した職員数。

4. 職員の分限及び懲戒処分の状況（平成19年度）
（1）分限処分の状況 分限処分とは、法律又は条例に定められた事由に該当した場合に、職員の意に反してその身分に不利益な変

動をもたらす処分のことをいい、地方公務員法第28条に規定されています。
分限処分には、降任、免職・休職・降給の4種類があります。

処分事由

勤務実績が良くない場合

心身の故障の場合

職に必要な適格性を欠く場合

－
－
－

降　任

職制、定数の改廃、予算の減少により廃
職、過員を生じた場合

刑事事件に関し起訴された場合 －

－

－
－
－

免　職

－

－

－
2
－

休　職

－

－

－
－
－

降　給

－

－

（2）懲戒処分の状況 懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その責任を追及して行う行政上の不利益処分の
ことをいい、地方公務員法第29条に規定されています。
懲戒処分には、戒告・減給・停職・免職の4種類があります。
・平成19年度は該当なし

5. 職員の服務状況（平成19年度）
・年末年始における服務規律確保の通知
・選挙における服務規律確保の通知

6. 職員の研修及び勤務成績の評定状況
（平成19年度）

実施主体
主任・主査研修
係長研修
課長補佐級研修
課長級研修
民法研修
法制執務研修
説明力強化研修
企画力開発研修
財務諸表分析研修
政策形成研修
意思決定能力強化研修
リスクマネジメント研修
リーダーシップ能力向上研修
新採用職員研修
一般職員研修第１部
一般職員研修第２部
技能労務職研修第１部
技能労務職研修第２部
財務事務新任研修
接遇研修
住民協働研修
福祉・医療研修
組織マネージメント能力向上研修
ファシリテーター養成入門講座

研　　修　　名
5
2
2
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
1
1
1
2
1

受講者数

（1）研修の状況

新潟県

自治研修所

新潟県市町村

総合事務組合

7. 職員の福祉及び利益保護の状況（平成19年度）

区 　 分

定期健康診断

人間ドック

健康増進教育

元気回復事業

短期給付

長期給付

福祉事業

事　業　名 事　業　概　要

厚 生 制 度

共済制度
（県市町村職員
共済組合事業）

定期健康診断及び事後指導

一日人間ドック

健康相談、健康講演会

町村会主催スポーツ大会

保健給付（医療保険）、休業給付等

退職共済年金、障害共済年金等

貸付事業、保健事業等

・公務員の不祥事等に係る信頼回復の通知

（2）勤務成績の評定状況
職員の勤務評定について検討中。
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平
成
20
年
度
　
中
学
生
海
外
研
修
補
助
事
業

”移
民
大
国
“と
の
ふ
れ
あ
い

〜
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

〜

八
月
一
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
十
二
日
間
に
渡
り
、

今
年
度
も
聖
籠
町
教
育
委
員
会
主
催
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
先
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
近
郊
で
す
。
ボ
ブ

ヒ
ュ
ー
ス
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
、
語
学
研
修

と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
の
学
習
を
、
す
べ

て
英
語
で
行
い
、
さ
ら
に
現
地
生
徒
の
授
業
に
も
参
加

し
ま
し
た
。

今
年
は
聖
籠
中
学
校
の
三
年
生
二
名
、二
年
生
五
名
、

一
年
生
三
名
の
計
十
名
（
男
子
三
名
、
女
子
七
名
）
が

参
加
し
ま
し
た
。
十
名
の
生
徒
は
四
つ
の
家
庭
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
も
と
で
十
日

間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
し
た
。
今
年
お
世
話

に
な
っ
た
家
庭
は
、
い
ず
れ
も
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

で
す
が
、
す
べ
て
人
種
・
民
族
が
異
な
り
、
生
徒
た
ち

は
「
移
民
大
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
語
学
研
修
を
行
っ
た
ボ
ブ
ヒ
ュ
ー
ス
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
ま
で
の
ク

ラ
ス
が
あ
り
、
全
校
児
童
生
徒
あ
わ
せ
て
も
七
十
余
名

と
ご
く
小
規
模
で
、家
族
的
な
雰
囲
気
の
学
校
で
し
た
。

質
素
で
あ
る
こ
と
を
美
徳
と
し
た
学
校
生
活
は
、
物
の

溢
れ
る
生
活
を
し
て
い
る
生
徒
た
ち
に
は
新
鮮
に
思
わ

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
異
国
か
ら
や
っ
て
き
た
私

た
ち
に
、
ご
く
当
た
り
前
に
親
切
に
接
し
て
く
れ
る
生

徒
や
先
生
方
の
姿
に
、
多
く
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

三
年
生
の
二
名
は
、
英
語
の
授
業
で
も
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
も
大
変
積
極
的
で
あ
り
、
小
学
生
と
の
授
業
で
は

大
変
な
め
ら
か
な
英
語
の
音
読
を
披
露
し
、
現
地
児
童

か
ら
賞
賛
の
声
と
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
充
実
し

た
日
々
を
送
り
、
最
終
日
に
は
、
離
れ
る
の
が
さ
み
し

い
と
、
逆
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

二
年
生
の
五
名
は
、
同
学
年
の
参
加
者
が
多
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
研
修
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。最
終
日
の
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
で
は
、

現
地
生
徒
と
一
緒
に
、
冗
談
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
挑
戦
し
た
り
と
、
ま
る
で
言
葉
の
壁

な
ど
関
係
な
く
楽
し
む
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

一
年
生
三
名
は
、
英
語
を
習
い
始
め
た
ば
か
り
、
飛

行
機
も
初
め
て
、
海
外
も
初
め
て
、
長
期
に
渡
り
親
元

を
離
れ
て
生
活
す
る
の
も
初
め
て
と
、
す
べ
て
が
初
体

験
の
研
修
で
し
た
。
驚
き
や
発
見
も
多
い
か
わ
り
に
、

試
練
も
多
い
十
二
日
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
に
か
か
り
、
涙
を
こ
ぼ
し
た
夜
や
体
調
を
崩
し

た
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
研
修

を
や
り
遂
げ
ま
し
た
。

ど
の
参
加
生
徒
も
、
他
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経

験
を
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
最
終
日

に
い
た
だ
い
た
「
修
了
証
書
」
を
見
る
た
び
に
、
彼
の

地
で
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

活
か
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

以
下
、
十
名
の
参
加
者
の
体
験
レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

〈
文
責：

聖
籠
中
　
長
谷
川
裕
美(

引
率
）〉

平
成
20
年
度
　
中
学
生
海
外
研
修
補
助
事
業

”移
民
大
国
“と
の
ふ
れ
あ
い

〜
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

〜
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
　

感
じ
た
こ
と

一
年
四
組
　
青
木
　
佳
奈

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
に

行
っ
て
、
日
本
と
の
違
い
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
寒
さ
に
つ
い
て
で
す
。

室
温
は
十
二
度
ぐ
ら
い
な
の
に
、

家
に
は
ク
ー
ラ
ー
が
つ
い
て
い
ま

し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ル

ー
シ
ー
と
い
う
二
歳
の
子
と
よ
く

遊
び
ま
し
た
が
、
小
さ
く
て
も
、

寒
さ
を
気
に
せ
ず
遊
ん
で
い
て
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。

ま
た
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

お
風
呂
で
は
な
く
、
冬
で
も
シ
ャ

ワ
ー
で
、そ
れ
も
短
時
間
で
し
た
。

雨
が
あ
ま
り
降
ら
な
い
た
め
、
水

を
大
切
し
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で

す
。次

に
お
ど
ろ
い
た
こ
と
は
、
食

事
で
す
。
牛
乳
は
、
味
が
う
す
い

し
、
パ
ン
に
は
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

を
は
さ
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

牛
乳
は
低
脂
肪
乳
が
人
気
で
、
健

康
を
気
に
し
て
い
る
人
が
多
い
の

に
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど
油
っ

ぽ
い
物
を
食
べ
る
の
は
、
な
ぜ
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

毎
週
日
曜
日
に
教
会
の
礼
拝
に

行
き
ま
し
た
。
み
ん
な
熱
心
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
身

近
に
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
私
が

戸
惑
っ
て
い
た
ら
、
た
く
さ
ん
の

人
に
話
か
け
て
も
ら
え
ま
し
た
。

私
も
、
少
し
賛
美
歌
を
一
緒
に
歌

い
ま
し
た
。
英
語
は
や
っ
ぱ
り
難

し
か
っ
た
で
す
。

最
後
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

人
は
、み
ん
な
優
し
か
っ
た
で
す
。

友
達
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
時
も

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
が
と
て

も
親
切
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学

校
で
は
、
授
業
で
隣
に
な
っ
た
現

地
の
生
徒
が
、わ
か
ら
な
い
時
に
、

ゆ
っ
く
り
、
親
切
に
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
い
ろ
い

ろ
な
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
日
本
の
こ

と
や
外
国
の
こ
と
を
勉
強
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

一
年
四
組
　
保
科
　
未
歩

私
は
初
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
い
う
国
に
行
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
て
き
ま
し
た
。
楽
し
か
っ

た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
も
た
く
さ
ん
学
び
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ

中
か
ら
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
人
は
と
て
も
寒
さ
に
強
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
私
達
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
っ
た
時
は
、
冬
ぐ
ら

い
で
と
て
も
寒
か
っ
た
で
す
。
ジ

ャ
ン
パ
ー
を
着
て
な
い
と
、
と
て

も
た
え
ら
れ
な
い
寒
さ
な
の
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
達
は
海
で

サ
ー
フ
ィ
ン
し
た
り
、
半
そ
で
半

ズ
ボ
ン
で
海
辺
を
歩
い
て
い
る
人

達
が
た
く
さ
ん
い
て
と
て
も
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
日
本
だ
っ
た
ら

冬
に
水
着
で
サ
ー
フ
ィ
ン
も
し
な

い
し
、
半
そ
で
半
ズ
ボ
ン
で
海
に

行
か
な
い
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
人
は
す
ご
く
寒
さ
に
強
い
ん

だ
!!
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。二

つ
目
は
、
食
生
活
の
違
い
で

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
は
毎

朝
パ
ン
か
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
を
食

べ
て
い
て
、
日
本
み
た
い
に
朝
か

ら
ご
飯
を
食
べ
る
家
は
少
な
い
そ

う
で
す
。だ
か
ら
ス
ー
パ
ー
に
は
、

す
ご
い
数
の
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
や

パ
ン
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
夜
は
ご
飯
が
出
る
の
か
な

あ
と
思
っ
た
ら
ご
飯
は
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
ご
飯
の
か
わ
り
に
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
オ
ー
プ
ン
で
焼
い
た
物

や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
が
出
た
り
し

ま
し
た
。
と
き
ど
き
パ
ン
も
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
食
生
活
は

日
本
と
か
な
り
違
う
ん
だ
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
食
器
の
洗
い

方
や
食
べ
物
の
違
い
な
ど
お
ど
ろ

く
こ
と
が
と
て
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

は
、
自
然
に
英
語
が
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
英
語
を
覚
え
た
り

で
き
る
し
、
日
本
と
ど
こ
が
違
う

の
か
わ
か
っ
た
り
と
、
こ
れ
か
ら

に
活
か
せ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
次
、
も
し
行
く

機
会
が
あ
っ
た
ら
、
英
語
を
も
っ

と
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

分
か
っ
た
こ
と

一
年
二
組
　
渡
邉
　
実
佳

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ

て
印
象
深
く
思
っ
た
こ
と
が
、
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
日
本
と
の
季
節
の

違
い
で
す
。
私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
冬
は
あ
ま
り
寒
く
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
は
、

と
て
も
寒
く
て
大
変
で
し
た
。
私

は
秋
ぐ
ら
い
の
気
温
だ
と
思
っ
て

い
て
冬
服
を
あ
ま
り
持
っ
て
行
か

ず
、
風
邪
を
ひ
き
そ
う
で
し
た
。

二
つ
目
は
、
食
事
で
し
た
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
食
べ
た
食
事

は
、
肉
中
心
で
し
た
。
す
ご
く
た

く
さ
ん
出
て
き
た
の
で
食
べ
き
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
ホ
ス
ト

マ
ザ
ー
が
、「
あ
な
た
は
小
さ
い

か
ら
、
も
っ
と
食
べ
な
さ
い
」
と
、

言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
確
か

に
そ
う
だ
と
思
い
た
く
さ
ん
食
べ

ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
す
。
私
は
、「
英
語
く
ら

い
簡
単
だ
よ
」
と
、
あ
ま
り
勉
強

を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
単
語
は
覚

え
て
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
て
も
後
悔
し
て
い
ま
し

た
。
飛
行
機
の
中
な
ど
で
少
し
ず

つ
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ

で
少
し
単
語
を
覚
え
ら
れ
ま
し

た
。
学
校
で
の
授
業
で
は
、
私
が

読
め
な
い
単
語
を
隣
の
子
が
親
切

に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。家
で
は
、

分
か
ら
な
い
時
に
は
先
輩
に
聞
い

た
り
し
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
た
の
で
頑
張

っ
て
話
そ
う
と
思
い
、
必
死
で
勉

強
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
出
た

の
か
、
少
し
ず
つ
話
せ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
九
歳
の
女
の
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子
も
私
が
分
か
ら
な
い
時
は
、
身

ぶ
り
手
ぶ
り
を
し
た
り
、
絵
を
描

い
て
く
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

最
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行

か
せ
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
し
た

い
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行

っ
て
家
族
と
離
れ
て
、
あ
ら
た
め

て
家
族
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
行
き
た
い
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
学
ん
だ
こ
と

二
年
二
組
　
大
澤
　
裕
介

僕
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
、
学
ん
だ
こ
と
が
三

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
言
葉

が
違
っ
て
も
、聞
こ
う
と
し
た
り
、

伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
あ
れ

ば
、
話
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
英
語
は
あ
ま

り
話
せ
な
く
て
も
、
簡
単
な
単
語

や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
う
と
、
だ

い
た
い
の
こ
と
は
伝
わ
り
ま
す
。

聞
く
時
に
は
、
相
手
の
人
が
何
を

伝
え
た
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

聞
く
よ
う
に
す
る
と
、
な
ん
と
な

く
、
伝
え
た
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
聞
こ
う
と

し
た
り
、
伝
え
よ
う
と
す
る
と
、

会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
一
つ
目
の
学
ん
だ
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、
優
し
さ
で
す
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
は
、
と
て
も

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
話
し
か
け
て

く
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

そ
の
時
も
伝
わ
る
よ
う
に
簡
単
な

単
語
を
使
っ
て
、
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人

達
も
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
買
い

物
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り

と
、
様
々
な
こ
と
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

人
は
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
と
て

も
優
し
く
、
相
手
の
こ
と
を
思
い

や
る
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
人
達

な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
二
つ
目
に

学
ん
だ
こ
と
で
す
。

三
つ
目
は
、多
民
族
国
家
と
は
、

ど
う
い
う
国
な
の
か
で
す
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
多
く
の
民
族
の

人
が
暮
ら
す
国
で
す
。
僕
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
中
東
系
で
し

た
が
、
他
の
家
は
、
白
人
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
マ
オ
リ
族
の
人
と
様
々
で
し

た
。そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
っ
て
、

習
慣
も
違
う
し
、
食
生
活
も
異
な

り
ま
す
。学
生
達
を
見
る
か
ぎ
り
、

肌
の
色
な
ど
で
差
別
を
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。多
民
族
国
家
と
は
、

そ
の
家
の
宗
教
や
習
慣
、
肌
の
色

で
差
別
し
な
い
国
だ
と
い
う
こ
と

が
三
つ
目
に
学
ん
だ
こ
と
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
僕
は
、
こ
の
体
験
を
い
か

し
て
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
か
わ
り
方

二
年
二
組
　
地
主
和
香
葉

私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
行
っ
て
感
じ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
友
達
や

家
族
と
の
か
か
わ
り
方
で
す
。

友
達
と
の
か
か
わ
り
で
は
、
私

達
が
初
め
て
登
校
す
る
と
、
ま
だ

名
前
も
分
か
ら
な
い
の
に
あ
ち

ら
か
ら
、
「H

E
L
L
O

」
と
か

「G
O
O
D
M
O
RN
IN
G

」
と
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
お
や
つ
タ
イ
ム
で
バ
デ
ィ
の
子

に
呼
ば
れ
、
お
や
つ
を
食
べ
て
い

る
時
も
、
男
女
が
混
ざ
っ
た
り
、

学
年
に
関
係
な
く
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
体
育
で

サ
ッ
カ
ー
を
し
た
時
も
み
ん
な
の

声
が
け
が
多
く
て
楽
し
そ
う
で
し

た
。私

の
学
校
で
は
、
男
女
は
お
昼

休
み
は
別
々
の
こ
と
が
多
い
し
、

学
年
が
別
だ
と
部
活
動
以
外
で

は
、
ほ
と
ん
ど
か
か
わ
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
違
い
は
、
な
ん
で

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
私
達
が

行
っ
た
学
校
は
、
学
校
が
小
さ
か

っ
た
こ
と
。
幼
稚
園
か
ら
高
校
生

ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
の
人
が

い
て
、
年
上
の
人
が
い
ば
る
の
で

は
な
く
、
年
下
の
人
の
め
ん
ど
う

を
見
る
習
慣
が
あ
る
こ
と
。
誰
に

対
し
て
も
普
通
に
声
を
か
け
ら
れ

る
こ
と
が
、
学
年
や
男
女
の
壁
を

越
え
て
み
ん
な
が
仲
の
良
い
秘
訣

な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
、
家
族
と
の
か
か
わ
り
方

で
す
。
私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た

家
は
、
お
母
さ
ん
と
中
学
生
の
男

の
子
が
と
て
も
仲
良
し
で
、
一
緒

に
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
ん
だ
り
、
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
、
い
つ
も
笑
顔

や
笑
い
声
が
た
え
な
い
家
で
し

た
。
私
の
周
り
で
は
、
中
学
生
の

男
の
子
と
お
母
さ
ん
が
一
緒
に
買

い
物
に
行
っ
た
り
す
る
の
は
ほ
と

ん
ど
見
ま
せ
ん
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
、
な
ぜ
反
抗
期
が
な
い
の

か
な
？
と
不
思
議
に
思
い
ま
し

た
。私

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
と
の
か
か
わ
り
が
一

番
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
私

の
学
校
も
家
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
学
校
や
家
族
の
よ
う
に
、
男
女

関
係
な
く
仲
良
し
で
、
い
ろ
い
ろ

な
年
齢
の
人
が
楽
し
く
く
ら
せ
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち

二
年
二
組
　
田
辺
　
瑠
璃

私
は
八
月
一
日
か
ら
十
二
日

に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ

た
目
的
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

友
達
を
つ
く
る
こ
と
と
、
英
語
を

上
達
さ
せ
る
こ
と
の
二
つ
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い
た

日
、
観
光
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
思
っ
た
の
は
、
町
が
自
然
に
あ

ふ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
み
ん
な
健

康
的
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
町
は
ビ
ル
と
一
緒

に
自
然
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
だ

と
、
ビ
ル
な
ら
ビ
ル
だ
け
、
自
然

な
ら
自
然
だ
け
と
い
っ
た
風
に
な

っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
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は
、
ビ
ル
と
ビ
ル
の
隙
間
に
木
が

た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。日

本
も
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、

人
に
も
、
自
然
に
も
や
さ
し
い
環

境
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

二
つ
目
の
健
康
的
だ
と
思
っ
た

の
は
、
バ
ス
に
乗
っ
て
外
を
眺
め

て
み
る
と
走
っ
て
い
る
人
が
多
く

い
ま
し
た
。
ま
た
、
海
の
方
へ
行

っ
て
み
る
と
、
冬
な
の
に
サ
ー
フ

ィ
ン
し
た
り
、
ボ
ク
シ
ン
グ
み
た

い
な
も
の
を
し
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
目
に
つ
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
は
健
康
へ
の
意
識
が

高
い
と
思
い
ま
し
た
。

初
め
て
向
こ
う
の
学
校
へ
行
っ
た

日
、
生
徒
は
、
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ

ー
に
接
し
て
く
れ
て
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
友
達
も
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
た
。
友
達
は
一
つ
先

輩
で
し
た
が
気
軽
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

日
本
で
は
敬
語
が
あ
っ
て
、
話
す

相
手
に
よ
っ
て
話
し
方
が
変
わ
っ
て

と
て
も
大
変
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
、

英
語
は
相
手
が
年
上
だ
ろ
う
と
年
下

だ
ろ
う
と
あ
ま
り
関
係
な
く
、
と
て

も
気
軽
に
話
せ
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
学
ん
だ
こ

と
、
感
じ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
こ
れ

か
ら
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
将
来

に
役
立
て
た
い
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

日
本
の
違
い

二
年
二
組
　
手
嶋
　
　
理

さ
と
る

僕
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
研
修
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
日
本
の
違
い
が
大
き
い
と
思
っ

た
の
は
、
気
候
で
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
天
気
の

移
り
変
わ
り
が
激
し
く
、
晴
れ
の

日
は
雲
が
少
な
い
か
、
雲
が
無
い

か
の
ど
ち
ら
か
で
、
上
を
見
上
げ

れ
ば
、
真
っ
青
な
空
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
逆
に
雨
の
日
は
、
今

ま
で
晴
れ
て
い
た
の
が
急
に
曇
っ

て
き
て
、
一
気
に
雨
が
降
っ
て
来

る
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

も
う
一
つ
日
本
と
違
う
と
思
っ

た
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
は

自
分
の
感
情
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
出

し
た
り
、
思
っ
た
こ
と
を
話
し
た

り
で
き
る
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
、
自
分
の
思
っ
た
こ

と
を
す
ぐ
に
言
う
の
は
あ
ま
り
好

ま
れ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

僕
は
自
分
の
感
情
を
ス
ト
レ
ー
ト

に
表
し
た
り
す
る
の
は
と
て
も
よ

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
理
由

は
、
思
っ
た
こ
と
を
い
う
こ
と
で

大
ら
か
な
心
を
持
っ
た
り
、
悪
い

こ
と
は
悪
い
と
言
え
た
り
、
善
く

な
い
行
い
を
し
て
い
る
人
を
注
意

し
た
り
で
き
る
と
思
う
か
ら
で

す
。
人
の
し
て
い
る
こ
と
を
注
意

す
る
の
は
と
て
も
勇
気
が
い
る
こ

と
で
す
が
、
人
の
間
違
い
が
正
さ

れ
て
い
る
の
な
ら
、
と
て
も
よ
い

こ
と
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

普
段
生
活
を
し
て
い
て
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
で
も
「Thank
you

」

と
言
わ
な
い
時
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
自
分
の
気
持
ち
を
表
し
て

い
る
と
感
謝
の
気
持
ち
が
出
る
ん

だ
な
と
も
思
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
や
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
の
先
生
、

生
徒
の
人
達
は
み
ん
な
大
ら
か

で
、
冗
談
を
い
つ
も
言
い
合
っ
た

り
し
て
毎
日
笑
い
が
た
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
研
修
で
得
た
も
の
は
、
大
き
な

も
の
で
し
た
。
こ
の
様
な
機
会
を

あ
た
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

学
ん
だ
こ
と

二
年
四
組
　
土
田
　
　
暉

ひ
か
る

僕
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ

て
学
ん
だ
こ
と
は
、
四
つ
あ
り
ま

す
。一

つ
目
は
、
単
語
と
気
持
ち
さ

え
あ
れ
ば
な
ん
で
も
言
い
た
い
こ

と
が
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

海
外
へ
行
っ
て
一
番
困
る
こ
と

は
、
言
葉
が
通
じ
な
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
身

ぶ
り
手
ぶ
り
や
そ
の
伝
え
た
い
こ

と
の
メ
イ
ン
の
単
語
、
あ
と
気
持

ち
さ
え
あ
れ
ば
海
外
で
も
ち
ゃ
ん

と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

英
語
が
苦
手
の
自
分
で
も
ち
ゃ
ん

と
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
た
こ
と

が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

二
つ
目
は
、
日
本
は
い
い
な
と

思
え
た
こ
と
で
す
。
ふ
だ
ん
思
う

こ
と
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
前
段
で
は
伝
わ
っ
て
い

た
と
言
い
ま
し
た
が
、
伝
え
ら
れ

な
い
こ
と
も
多
く
、
友
達
と
普
通

の
会
話
が
で
き
た
の
が
唯
一
の
助

け
で
し
た
。
家
が
一
番
い
い
な
と

思
え
た
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
い

ろ
ん
な
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
人
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ

っ
た
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
知
ら

な
い
人
と
目
が
合
う
と
目
を
そ
ら

し
て
し
ま
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ

と
思
い
ま
す
。
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
、
目
が
合
う
と
笑
顔
で

返
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
と
て
も
い
い
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

四
つ
目
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
が
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
と
い
う

こ
と
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
燃
え
て
い

ま
し
た
。
土
曜
日
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
と
て
も

さ
か
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
外

で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
し
か
も
冬
な
の
に
半
そ
で
半

ズ
ボ
ン
の
人
も
少
な
く
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

と
て
も
め
ず
ら
し
い
体
験
が
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て

三
年
五
組
　
神
田
と
し
み

私
は
十
二
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
短
い

間
で
し
た
が
、
日
本
と
違
う
環
境

で
過
ご
す
こ
と
に
よ
り
、
色
々
な

こ
と
に
気
付
け
た
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
南

半
球
に
あ
る
た
め
、
日
本
と
は
気

候
が
逆
で
し
た
。
つ
ま
り
八
月
は

冬
で
す
。
覚
悟
し
て
は
い
ま
し
た

が
、
夜
は
震
え
る
ほ
ど
の
寒
さ
で

し
た
。
し
か
し
、
日
中
の
日
差
し

は
と
て
も
強
く
、
体
を
動
か
す
と

暑
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
で
し
た
。
こ

れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
上
空
の
オ

ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め

で
す
。

さ
ら
に
、
湿
気
の
多
い
日
本
と

は
違
い
、
向
こ
う
は
乾
燥
し
て
い

ま
し
た
。
成
田
空
港
に
入
っ
た
瞬

間
、
思
わ
ず
霧
で
も
出
て
い
る
の

か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま

た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
山
が
少

な
い
た
め
、
見
渡
す
限
り
空
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
日
本
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
気
候
が
ま
る

で
違
う
こ
と
、
そ
し
て
地
球
温
暖

化
の
問
題
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
意
識
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た

日
本
の
湿
気
や
山
の
多
さ
に
気
付

か
さ
れ
、
そ
れ
が
実
感
の
な
い
た

だ
の
知
識
だ
っ
た
の
だ
と
分
か
り

ま
し
た
。
も
う
一
つ
、
話
に
し
か

聞
い
た
こ
と
の
な
か
っ
た
オ
ゾ
ン

層
の
破
壊
に
つ
い
て
、
自
分
に
関

係
の
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
確
か

に
同
じ
地
球
上
で
起
こ
っ
て
い
る

問
題
な
の
だ
と
改
め
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
私
は
、
日
本
と
い
う
国
の

特
色
を
よ
り
深
く
学
ぶ
と
と
も

に
、
現
実
問
題
と
し
て
認
識
し
た

地
球
温
暖
化
―
環
境
問
題
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
研
修
と
い
う
貴
重
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

気
付
い
た
こ
と

｜
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

親
切
に
ふ
れ
て
｜

三
年
一
組
　
須
貝
　
友
貴

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
気
持
ち
を
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
自
分
だ

け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
人
も
、
分
か
り
合
お
う
、

伝
え
合
お
う
と
し
て
く
れ
て
い

て
、
そ
れ
に
気
付
く
と
、
も
っ
と

上
手
に
伝
え
た
い
、
こ
の
人
の
こ

と
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
、
自
然
に
で
て
く
る
の
が
わ

か
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
過
ご
し
た
シ
ド
ニ
ー

の
郊
外
は
、
冬
で
も
眩
し
い
日
差

し
と
、
鮮
や
か
な
青
色
の
空
が
、

背
の
高
い
木
、
レ
ン
ガ
や
タ
イ
ル

の
可
愛
い
家
々
を
ぐ
る
っ
と
囲
む

よ
う
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
感
じ
た
こ
と
の
な
い

空
の
青
さ
と
広
さ
に
驚
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
上
に
強
か
っ
た
思
い

は
や
は
り
、
上
手
く
話
せ
る
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
現

地
の
方
々
は
皆
、
初
対
面
の
私
た

ち
に
に
こ
や
か
に
話
し
か
け
て
き

て
く
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
く

れ
た
り
、「
こ
こ
ま
で
分
か
っ

た
？
」と
確
認
し
て
く
れ
た
り
と
、

と
て
も
優
し
く
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。そ
の
お
か
げ
で
私
た
ち
は
、

「
英
語
で
の
会
話
」
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

私
た
ち
が
英
語
で
な
ん
と
か
話

し
て
、
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

と
同
じ
に
、
現
地
の
方
々
は
私
た

ち
に
分
か
っ
て
も
ら
お
う
と
、
話

す
言
葉
を
分
か
り
や
す
く
し
た
り

と
、
努
力
し
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
。
つ
い
私
た
ち
は
、
上
手
に
喋

ろ
う
、
正
し
い
文
法
を
使
お
う
と

考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
会

話
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
相

手
の
気
持
ち
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ

と
私
は
思
っ
た
の
で
す
。そ
し
て
、

会
話
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

お
互
い
に
「
伝
え
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
か
ら
で
、
そ
れ
は
と
て
も

嬉
し
い
こ
と
な
ん
だ
な
、
と
感
じ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
素
敵
な
体
験
が
で

き
た
の
は
、
送
り
出
し
て
く
れ
た

家
族
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
先

生
方
、
そ
し
て
企
画
し
て
く
れ
た

聖
籠
町
の
力
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

感
謝
を
忘
れ
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
体
験
、
思
い
出
、
そ
こ
で

生
ま
れ
た
考
え
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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新潟県生活衛生課　食の安全・安心推進係　　蕁025－280－5205（内線2674）

新潟県保健福祉部　生活衛生課からのお知らせ

メラミン混入食品に関する情報を
県のホームページ等でお知らせします

県民の皆様に、メラミン混入食品に関する情報を県のホームページ

（http://www.fureaikan.net/syokuinfo/topics/t080922.html）で公開しています。

ホームページは随時更新し、県内で流通販売されているメラミン混入食品に関する

回収情報等について最新の情報を提供します。

また、携帯電話ホームページ（*）でも情報提供しています。

なお、最寄りの保健所でもお問い合わせいただけます。

○ お問い合わせ先
（平日の午前8時30分から午後5時15分まで）

本件についてのお問い合わせ先

村上保健所

新発田保健所

新津保健所

三条保健所

長岡保健所

柏崎保健所

魚沼保健所

0254－53－3151

0254－26－9165

0250－22－5171

0256－36－2360

0258－33－4930

0257－22－4165

025－792－1145

南魚沼保健所

十日町保健所

上越保健所

糸魚川保健所

佐渡保健所

新潟市保健所

県生活衛生課

025－772－2457

025－757－2400

025－524－6133

025－552－1783

0259－74－3315

025－226－1569

025－280－5205

××××××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××××××××

メラミン混入食品に関する情報を
県のホームページ等でお知らせします

にいがた食の安全インフォメーション
http://www.fureaikan.net/syokuinnfo/10mobail/05meramin/

（*）携帯電話 QRコード

seirou2008.11  08.10.28 13:51  ページ 15



広報聖籠 H20.11 16

皮
膚
（
ひ
ふ
）
の
話

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
　
所
長
　
丸
山
　
貴
広

日
に
日
に
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ

て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
暖
房

器
具
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
ま

す
が
、
や
け
ど
に
は
十
分
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
11
月
12
日
は
、

「
い
い
（
11
）
ひ
ふ
（
12
）」
の
ゴ

ロ
で
皮
膚
の
日
で
す
。
今
回
は
、

体
の
表
面
の
ほ
ぼ
全
体
を
覆
っ
て

い
る
皮
膚
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。

1.

皮
膚
の
し
く
み
、は
た
ら
き

目
な
ど
を
除
き
、
体
の
ほ
と
ん

ど
が
皮
膚
で
被
わ
れ
て
い
ま
す
。

皮
膚
は
、
３
層
構
造
に
な
っ
て
お

り
、
一
番
表
面
で
体
を
被
っ
て
い

る
「
表
皮
」、
血
管
や
神
経
が
通

る
「
真
皮
」、
脂
肪
な
ど
が
あ
る

「
皮
下
組
織
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

表
皮
か
ら
真
皮
ま
で
の
厚
さ
は
、

性
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
の
な

か
で
日
に
当
た
る
程
度
で
も
皮
膚

か
ら
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
十
分
作
ら
れ

る
た
め
、
骨
が
弱
く
な
る
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
骨
の

成
長
や
維
持
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

だ
け
で
な
く
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取

な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
人
間
と
他
の
動
物
の
皮

膚
の
違
い
は
、
毛
皮
で
は
な
い
こ

と
と
、
汗
を
作
り
出
す
汗
腺
が
全

身
に
広
く
存
在
し
、
色
々
な
と
こ

ろ
か
ら
汗
を
か
き
体
温
の
上
昇
を

防
止
で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
犬
は
、
汗
腺
が
足
の
裏

に
し
か
な
い
た
め
、
暑
い
夏
は
ハ

ー
ハ
ー
と
早
い
呼
吸
を
し
て
、
体

温
を
下
げ
て
い
ま
す
。

2.

お
も
な
皮
膚
の
病
気
の
対
応

①
足
白
癬
（
あ
し
は
く
せ
ん
）

い
わ
ゆ
る
「
み
ず
む
し
」
で
す

が
、
真
菌
（
し
ん
き
ん
）
と
言
う

カ
ビ
の
仲
間
で
す
。
真
菌
の
成
長

に
は
、
適
度
な
水
分
と
温
度
が
必

要
で
す
。
よ
っ
て
、
蒸
れ
や
す
い

部
位
は
水
虫
に
な
り
や
す
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
症
状
は
一
般
に
夏

に
悪
化
し
、
冬
軽
快
し
ま
す
。
冬

で
も
蒸
れ
や
す
い
ブ
ー
ツ
の
使
用

は
、
み
ず
む
し
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
治
療
は
抗
真
菌

剤
の
飲
み
薬
や
ぬ
り
薬
を
使
い
ま

す
。
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
数
ヶ
月

の
抗
真
菌
剤
の
使
用
の
継
続
が
必

要
で
す
。

②
か
ゆ
み

か
ゆ
み
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
皮
膚
が
乾
燥

す
る
と
、
皮
膚
の
表
面
が
さ
さ
く

れ
、
知
覚
を
刺
激
し
、
か
ゆ
み
を

感
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
冬
場
は

暖
房
の
使
用
で
空
気
が
乾
燥
し
、

特
に
高
齢
者
は
皮
膚
が
乾
燥
し
や

す
い
た
め
、
か
ゆ
み
の
症
状
が
出

現
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
保
湿
剤

の
使
用
が
有
効
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
症
状
が
治
ま
り
に
く
い
場

合
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

か
ゆ
い
と
こ
ろ
を
掻
（
か
）
く

と
感
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
不

潔
な
手
で
掻
く
こ
と
は
避
け
て
く

だ
さ
い
。
爪
に
菌
が
付
き
に
く
い

よ
う
に
、
日
頃
か
ら
爪
を
切
っ
て

短
く
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。

③
熱
傷
、
や
け
ど

冬
に
向
け
て
ス
ト
ー
ブ
、
熱
い

食
器
、
熱
湯
な
ど
を
使
う
機
会
が

増
え
、
や
け
ど
の
危
険
も
増
え
ま

す
。
そ
れ
程
熱
く
な
い
物
で
も
長

時
間
皮
膚
に
接
し
て
い
る
と
、
皮

膚
が
赤
く
な
っ
た
り
、
水
ぶ
く
れ

が
で
き
た
り
と
立
派
な
や
け
ど
に

な
り
ま
す
。
湯
た
ん
ぽ
、
カ
イ
ロ
、

電
気
毛
布
な
ど
長
時
間
使
用
す
る

も
の
は
、
体
に
直
接
触
れ
な
い
よ

う
器
具
と
体
の
間
に
厚
い
タ
オ
ル

な
ど
を
挟
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

や
け
ど
に
な
っ
た
場
合
、
ま
ず

は
冷
た
い
水
道
水
で
冷
や
し
て
く

だ
さ
い
。
熱
湯
を
衣
類
に
こ
ぼ
し

た
場
合
は
、
急
い
で
衣
類
を
脱
い

で
く
だ
さ
い
（
や
け
ど
の
範
囲
の

広
が
り
を
防
ぎ
ま
す
）。
水
ぶ
く

れ
は
破
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
け
ど
の
部
位
へ
生
の
ア
ロ
エ
な

ど
を
使
用
す
る
と
、
ば
い
菌
が
入

る
危
険
が
あ
り
、
使
用
し
な
い
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で

は
、
熱
い
も
の
を
子
ど
も
が
触
ら

な
い
よ
う
に
予
防
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
加
湿
目
的
に
ス
チ

ー
ム
の
出
口
が
熱
く
な
っ
て
い
る

ス
ト
ー
ブ
も
あ
り
ま
す
。
注
意
し

ま
し
ょ
う
（
私
の
経
験
よ
り
）。

体
の
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
１.
５
〜
４
㎜
程
度
で
す
。

皮
膚
は
体
を
被
っ
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
大
き
く
分
け
て
４
つ

の
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
①

体
を
保
護
す
る
作
用
（
外
部
か
ら

の
力
、
刺
激
、
光
線
か
ら
体
を
守

る
、
水
分
喪
失
を
防
ぐ
、
ば
い
菌

の
体
内
侵
入
を
防
ぐ
）、
②
体
温

を
調
節
す
る
作
用
（
暑
け
れ
ば
熱

を
発
散
し
、
寒
け
れ
ば
血
管
を
収

縮
さ
せ
熱
放
散
を
防
ぐ
）、
③
セ

ン
サ
ー
の
作
用
（
触
れ
た
感
じ
、

痛
み
、熱
さ
、冷
た
さ
を
感
じ
る
）、

④
骨
を
丈
夫
に
す
る
こ
と
に
大
切

な
栄
養
で
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
紫

外
線
に
よ
り
合
成
す
る
作
用
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
昔
、
日
光
浴
は
体
に
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
長
時
間

直
射
日
光
に
当
た
る
こ
と
は
、
皮

膚
が
ん
の
発
生
を
助
長
す
る
可
能

ド
ク
タ
ー
丸
の

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り
vol.30
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国民年金保険料は、年末調整や確定申告の際に一年間の納付額を申告することにより税の控除が受けられま
す。このため、一年間に納付した国民年金保険料の額を証明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が、社会保険庁から平成20年11月または平成21年2月に送付されます。
年末調整や確定申告の手続きの際は必ずこの証明書や領収証書が必要となりますので、申告を行うまで大切

に保管してください。

国民年金は老後だけでなく、加入者が事故や病気で障害が残った場合は「障害基礎年金」が支給され、万一
死亡した場合は、その遺族に「遺族基礎年金」が支給されます。

日本人の平均寿命は、医療技術の進歩等によって今後もさらに延びることが予測されます。また、少子高齢
化や核家族化が進むなかで、老後の生活費の不安が大きくなります。
国民年金は、生きている限り年金が受け取れる一生涯の保障です。

所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場合には、本人の申請によって保険料の納付が免
除または猶予される制度があります。
免除または猶予の申請は、お住まいの市町村役場か管轄の社会保険事務所で受け付けます。

保険料を未納のままに放置すると、将来の老齢基礎年金を受け取ることができなくなったり、
いざという時の障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取ることができない場合があります。

必ず保険料を納めるか、納めることが難しい方は免除・猶予の申請をしましょう。

お問い合わせ先　 聖籠町役場 町民課 国民年金担当　 蕁27－2111（内線112）

申請に必要なもの
・ 印鑑（認め可）
・ 代理人が窓口にて申請する場合は、免許証または保険証にて本人確認します。
・ 失業を理由に申請する方は、離職票または雇用保険受給者証の写し

国民年金保険料には免除制度があります

老後をずっと支える終身の年金

不測の事態に備える保険としての年金

国民年金保険料は社会保険料控除の対象になります

平成20年度年金額（定額）

障害基礎年金

遺族基礎年金

990,100円（1級）
792,100円（2級）

1,020,000円（妻）
（基本額792,100円＋子ども１人の加算額：227,900円の例）
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I N FORMAT ION

INFORMATION

I N FORMAT ION

お問い合わせ先 
町   役   場　　蕁27－2111 
町 民 会 館　　蕁27－2121 
図   書   館　　蕁27－6166 
保健福祉課（保健福祉センター内） 
　　　　　　　蕁27－6511 
診   療   所　　蕁27－1234

11 月 の 行 事
《保健福祉事業》

ところ　役場相談室
◆行政相談
11日（火）午前９時30分～
役場総務課（内線２２６）

ところ　結いハートせいろう
◆心配ごと相談
５日（水）、19日（水）
午後１時～４時

◆弁護士相談（要予約）
22日（木）
町社会福祉協議会

蕁２７－６７６７

ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査・各種学級

○１歳２カ月児歯科健診
17日（月）午後１時15分～

○１歳６カ月児健診
27日（木）午後１時15分～

○乳児健診
28日（金）午後１時15分～

◆各種予防接種
（受付は午後１時からです）

○三種混合予防接種
５日（水）午後１時40分～

○ポリオ予防接種
12日（水）午後１時40分～

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

11
月

２
日
・
第
15
回
は
ま
な
す
杯
中
学
校

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

・「
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
ま

ち
」モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
・

文
化
祭
開
祭
式

３
日
・
文
化
の
日
記
念
式
典

５
日
・
新
潟
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

施
策
推
進
会
議

・
第
179
回
新
潟
県
都
市
計
画
審

議
会

10
日
・
新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

議
会

・
新
潟
県
市
町
村
職
員
共
済
組

合
定
例
監
査

11
日
・
除
雪
対
策
協
議
会

12
日
・
新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
　

事
務
組
合
議
会

・
下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
議
会

14
日
・
聖
籠
町
長
寿
文
化
研
修
会

16
日
・
み
ん
な
で
た
の
し
も
う
会
　

（
町
愛
児
会
連
絡
協
議
会
）

17
日
・
町
村
会
正
副
会
長
会
議
・
役
員
会

・
新
潟
県
町
村
自
治
に
関
す
る

研
修
会

18
日
・
豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合

本
会
議

19
日
・
下
水
道
整
備
促
進
全
国
大
会

20
日
・
治
水
事
業
促
進
全
国
大
会

21
日
・
新
潟
県
市
町
村
職
員
共
済
組

合
理
事
会
・
組
合
会

・（
株
）聖
籠
の
杜
取
締
役
会

25
〜
28
日
・
全
国
町
村
長
大
会
　
外

11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!11月は「建設雇用改善推進月間」です!!
地域の経済活動や雇用の安定に深く貢献する建設産業の発展を図るた

め、「信頼される仕事は安心できる職場から」をスローガンに、建設業で
働く方々の雇用の安定・労働福祉の向上・労働災害の防止等の一層の推
進に取り組んでいます。
建設事業主を始め、関係者の皆様のご理解とご協力をお願いします。
なお、建設業の雇用改善を支援する助成金制度もありますのでご活用

ください。

○助成金に係る問い合わせ

雇用・能力開発機構新潟センター業務第二課

蕁０２５－２４７－５３２３
ハローワーク新発田

蕁０２５４－２７－６６７７（内線２２４）

今働いている社員や家族、これから再就職を希望している方々は、より
働きやすい職場を望んでいます。企業が存続し、従業員が働き続けるため
にもこの機会に仕事と生活のあり方を考えてみませんか!!ふるってご参加
ください。

○日　時 平成20年11月21日（金）13：30～16：15
○場　所 新潟テルサ　特別会議室
○参加費 無料
○定　員 120名
○内　容 第１部　　県内企業による取組み事例発表

第２部　　日本女子大学　人間社会学部教授
大沢 真知子氏による講演

○申込期限 平成20年11月７日（金）

（社）全国労働基準関係団体連合会新潟県支部
蕁０２５－２８３－２２０１　　FAX ０２５－２８３－２２４０

仕事と生活の調和を考えるシンポジウム
2008in新潟の開催
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入　札　結　果
入札日　平成20年 8 月 4 日～平成20年 9 月 2 日

9 月の届出
げんきなよい子

幸せ多い人生を

新郎・新婦　　　　　　 行政区

伊　藤　大
だい

介
すけ

さん
（ 橋） 小百合

さ ゆ り

さん

小　見　明
あき

彦
ひこ

さん
（島原） 裕

ゆ

美
み

さん

齋　藤　智
とも

紀
のり

さん
（尾　） 文

ふみ

香
か

さん

平　野　勝
かつ

治
じ

さん
（吉田） みどりさん

池　田　孝
たか

和
かず

さん
（川内） 廣

ひろ

子
こ

さん

今　井　　伸
しん

さん
（ 橋） 由

よし

愛
え

さん

網代浜｝

氏　名　　　 年齢　　行政区

村　山　隆
りゅう

二
じ

さん（41歳） 網代浜　
野　村　トメノさん（99歳） 亀　塚
渡　邊　ミ　セさん（80歳） 次第浜
松　トミイさん（79歳） 亀　塚

戸　嶋　勝
かつ

美
み

さん（92歳） 山諏訪山
水戸部　キヨミさん（79歳） 真　野
齋　藤　キ　ミさん（94歳） 杉谷内
伊　藤　スヅエさん（90歳） 苔　沼
櫻　井　ス　エさん（93歳） 本諏訪山
曽我部　文

ふみ

雄
お

さん（64歳） 次第浜
佐　藤　　　憲

みのる

さん（75歳） 山大夫
加　藤　太

た

郎
ろう

さん（89歳） 蓮　野
相　馬　惣

そう

市
いち

さん（85歳） 本大夫
水戸部　角

かく

次
じ

さん（82歳） 道賀新田

ごめいふくをお祈りします

出 生

婚 姻

死 亡

（注１）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承
諾の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注２）略した文字で掲載してあります。
戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

赤ちゃん　　　 保護者　　 行政区

鈴愛
れ あ

ちゃん（佐藤　文裕）亀　塚
良依
ら い

ちゃん（加藤　　肇）山大夫
岬
みさ

輝
き

ちゃん（大倉　　登）本諏訪山
るなちゃん（堀　　正明）網代浜
蓮
れん

士
じ

ちゃん（中野　　健） ひばりが丘
紗葉
さ よ

ちゃん（渡邉　喜則）藤　寄
太
た

一
いち

ちゃん（齋藤　大輔）山三賀
瑠璃
る り

ちゃん（中澤　　晃）蓮　潟
実生
み う

ちゃん（星野伶央那）東　山
蓮
れん

珠
じゅ

ちゃん（ 橋　大智）別　條
幸輔
こうすけ

ちゃん（渡邊　幸樹）網代浜

大夫興野｝

指名競争 
入札 

指名競争 
入札 

指名競争 
入札 

指名競争 
入札 

指名競争 
入札 

指名競争 
入札 

指名競争 
入札 

指名競争 
入札 

指名競争 
入札 

入札 
方式 業  者  名 契約額（円） 場　　所 件　　　名 納入完了日又は工事 

（委託）期間最終日 

次第浜網代浜線外2路線 
消雪施設設計業務委託 

1,470,000- 

3,622,500- 

2,499,000- 

10,080,000- 

17,325,000- 

5,092,500- 

2,207,520- 

3,118,500- 

2,415,000-

㈱日さく 
北信越支社 

㈱聖測コンサ 
ルタント 

新潟ラビット 
ポンプ㈱ 

㈱市川組 

㈱丸昭工務店 

鹿島道路㈱ 
北陸支店 

㈱日青堂 

㈱信越測量 
設計 

㈱北伸建設 

聖籠町大字次 
第浜・亀塚地内 

聖籠町大字 
諏訪山地内 

聖籠町役場 
ふるさと整備課 

聖籠町大字 
次第浜地内 

聖籠町東港 
六丁目地内 

聖籠町大字 
桃山地内 

聖籠町大字 
諏訪山地内 

聖籠町役場 

聖籠町大字 
蓮野地内 

弁天潟風致公園整備用地 
測量業務委託 

小型動力消防ポンプ購入 

改第3号  大夫別行線 
道路改良工事 

用第3号  次第浜浜山1号 
線外1路線道路用地測量 
業務委託 

図面コピー機借上 

舗第1号  聖中ケ丘2号線 
道路舗装工事 

公下工第57号  杉谷内公 
共汚水桝設置工事（その6） 

側第2号  桃山家の前線 
道路側溝工事 

平成20年12月20日 

平成20年12月20日 

平成20年10月31日 

平成21年 2 月15日 

平成21年 3 月22日 

平成20年11月18日 

平成26年 9 月30日 

平成21年 2 月25日 

平成20年11月27日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

11
月
22
日（
土
）

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
頃

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
大
人
五
〇
〇
円

■
定
　
員
　
40
名
（
先
着
順
。

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

町
で
は
中
国
黒
龍
江
省
か
ら

新
潟
大
学
な
ど
へ
留
学
し
て
い

る
皆
さ
ん
を
招
い
て
交
流
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
毎

蓮　潟｝
次第浜｝
山三賀｝
蓮　潟｝

昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす昨年の交流会のようす

年
大
好
評
の
、「
ぎ
ょ
う
ざ
づ
く

り
」
を
計
画
し
ま
し
た
。
中
国

風
手
づ
く
り
ぎ
ょ
う
ざ
を
あ
な

た
も
一
緒
に
つ
く
っ
て
み
ま
せ

ん
か
！

家
族
ぐ
る
み
の
参
加
も
大
歓

迎
！
参
加
希
望
の
方
は
役
場
総

務
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

中
国
風
ぎ
ょ
う
ざ

お
い
し
い
で
す
よ
！

役
場
総
務
課

国
際
交
流
担
当

蕁
２
７
｜
２
１
１
１

（
内
線
２
２
７
）

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

「
水
ぎ
ょ
う
ざ
」

づ
く
り
交
流

中
国
留
学
生
と
の
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国土交通省では、都道府県、市町村の協
力のもとに、12月１日、全国各地において
「平成20年住生活総合調査」を行うことと
しています。
この調査は、住生活基本法に基づく住生

活の安定・向上に係る総合的な施策を推進
する上で必要となる基礎資料を得るため
に、居住環境を含めた住生活全般に関する
実態や居住者の意向・満足度等を総合的に
調査するもので、５年ごとに実施するもの
です。
今回は、10月に実施された住宅・土地統

計調査（総務省）に回答いただいた世帯の
中から一部を抽出し、全国で約10万世帯を
対象に行いますが、本県では、一定の抽出
方法により無作為抽出した約32世帯に調査
をお願いすることとなっています。
11月24日から12月７日までの間、統計調

査員証を持った調査員が、対象となった世
帯を訪問いたしますので、調査をお願いす
る皆様には重ねてお手数をおかけすること
となりますが、御協力のほどよろしくお願
いいたします。

新発田税務署では、給与を支払っている事業所等（源泉徴収義務者）
を対象に、年末調整の基本的な仕組みや手続き、改正事項について次の
とおり説明会を行います。都合により対象地区の会場へおいでになれな
い場合は、他の会場でも参加できます。
なお、詳しくは新発田税務署 法人課税第一部門（電話２２－３１７０）
へお問い合わせください。

「住生活総合調査に
ご協力ください」 平成20年分年末調整説明会

が行われます

新潟県高齢者総合相談センターでは、高齢者やその家
族が抱える悩み事について、無料で相談をお受けしてい
ます。（電話、面接いずれも可）

●よろず相談
毎週月曜日から金曜日の午前９時から午後５時
（祝日、年末年始を除く）

●専門相談

●テレフォンサービス
（蕁０２５―２８１－５５５０　24時間無休）

新潟県高齢者総合相談センター
蕁０２５―２８５－４１６５

平成21年５月21日から裁判員制度が始まります。
その選定作業はすでに始まっており、候補者（予定者）は

選挙権のある人（衆議院議員選挙人名簿に登録された人）の
中から、くじにより無作為に選ばれ裁判員候補者名簿に記載
されます。

広く国民の参加を得てその良識を反映させるという裁判員
制度の趣旨から法律上裁判員になることは義務とされていま
す。ただし、選ばれた人の負担が著しく大きなものになるこ
とを回避するため、法律や政令で辞退を申し立てることがで
きる事由を定めています。

裁判員候補者名簿に記載された人には裁判所から12月頃ま
でに名簿に記載されたことの通知及び、裁判員になれる人で
あるか、辞退を希望するかどうか、また辞退する場合、辞退
事由にあたるかどうか等についての調査票が送付されます。
裁判員制度を開始するにあたり、できるだけ候補者の生活

に負担を掛けないためにも選任手続きについては前倒しで行
おうと考えています。そのためにも調査票が送られた場合、
御記入、御返送について御協力をお願いします。

問い合わせ先
新潟地方検察庁企画調査課 蕁０２５－２２２－１５２
新潟地方・家庭裁判所ウェブサイト

http//www.courts.go.jp/niigata/
裁判員制度ウェブサイト http//www.saibanin. courts.go.jp/

高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口高齢者とその家族の相談窓口
もうすぐ裁判員制度
が始まります！

新潟地方裁判所からのお願い

種　　類
法律相談
医療相談
心の相談
公的年金・公的保険
税金相談

相談時間
13：30～16：00
13：30～15：30
14：00～16：00
13：30～15：30
10：00～12：00

11月
4、10、17、25

5
19
4
14

12月
1、8、15、22

3
17
2
12

放 送 期 間
～11月16日

11月17日～12月 7 日
12月 8 日～12月25日
12月26日～

内　　　容
福祉サービスに苦情がある時はどうする？
（新潟県福祉サービス運営適正化委員会の紹介）

生活習慣病を防ぐには

朝までぐっすり快眠のコツ

冬の節電アイディア

開催日時

11月
12日（水）

11月
19日（水）

11月
20日（木）

午前10時00分～

午後 2 時00分～

午後 2 時00分～

午前10時00分～

午後 2 時00分～

説明会場 対象地区

新発田市

聖籠町・新発田市

胎内市

阿賀野市

聖籠町町民会館
（聖籠町大字諏訪山1280番地）

胎内市産業文化会館
（胎内市新和町2番5号）

阿賀野市水原保健センター
（阿賀野市岡山町10番15号）

平成20年分年末調整説明会
が行われます

けんしん君
（裁判員制度キャラクター）
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広報せいろう紙上でも繰り返しお伝えしていますが、振り込め詐欺等の被害が止まりません。新潟県内でも今年に
入り「振り込め詐欺」被害が急増し、８月末までの被害件数は、291件、被害総数は約４億1,030万円に上っています。
なかでも、市町村職員などを名乗り、税金や医療費などの還付手続きを装って言葉巧みにATMを操作させ、口座振

替によりお金をだまし取る「還付金等詐欺」被害が昨年の約７倍に急増しています。
最近の還付金詐欺の傾向
○被害例
平成20年 9 月、被害者（三条市在住、50歳代女性）宅に市役所職員を名乗る男から「特別控除金がありますが、受

け取る意志がありますか。」との電話があり、男からキャッシュカ－ドを持って大手ス－パ－のATMコ－ナ－に行
くよう指示された。被害者はこれを信用し、ATMコ－ナ－へ行き、犯人からの携帯電話による指示通りにATM機
を操作したところ、自分の口座から犯人の口座に現金約50万円が振り込まれ、そのままだまし取られました。
※役所の職員が電話越しにATMを操作させたり、暗証番号を聞くということは絶対ありません！

○被害者の年齢・性別
年齢は、65％が60歳以上、性別は、91％が女性。
○犯人が名乗る公共機関名等
犯人が名乗る機関名は、①社会保険事務所　②自治体　の順で、名目は、①医療費の還付　②保険料の還付　
③税金還付 の順で多くなっています。

防犯のポイント
[すぐに振り込まない！] ～ 本人、家族に直接確認してから
[一人で振り込まない！] ～ 警察、家族に相談してから
※詐欺師は言葉巧みに一刻も早く振り込ませようとします。あせらず誰かに相談しましょう。ご家族等にすぐ連
絡がつかない時は役場か警察にお知らせください。

犯人は次々といろいろな手口を編み出し、あなたの大切な財産をだまし取ろうとしています。
普段から家族で話題にして、被害に遭わないようにしましょう！
一人暮らしの方も、いざという時に相談する相手を決めておきましょう！

“税金”、“医療費”、“保険料”…悪質な還付金詐欺にご注意！
県警犯罪抑止総合対策室・新潟県新発田地域振興局県税部からお知らせ

五菱会ヤミ金融事件の被害に遭われた皆さま
「被害回復給付金を支給する手続」についての大切なお知らせです。
暴力団「五菱会（ごりょうかい）」によるヤミ金融事件（「五菱会ヤミ金融事件」）の被害に遭われた方を対象に「被害回復給付
金を支給する手続」が始まっています。現在、被害者の皆さまからの申請を受け付けています。

【支給申請期間：平成21年1月26日（月）まで】

■五菱会ヤミ金融事件■
暴力団「五菱会」によるヤミ金融事件です。昭和63年ころから平成15年8月ころまでヤミ金融犯罪を続けており、被害者は全
国に数万人います。

五菱会ヤミ金融事件に関係するヤミ金融業者は、判明しているだけで約400社あります。
東京地方検察庁のホームページでご確認ください（インターネットで「東京地方検察庁」
を検索してください）。
東京地方検察庁のホームページでは、五菱会ヤミ金融事件に関係するヤミ金融業者リストのほか、これらヤミ金融業者が使用
していた振込口座のリストも掲載しています。また、この手続の詳しい内容もご確認いただけます。

手続についてのお問い合わせはお電話で

五菱会事件被害回復センター
（被害回復事務管理人　弁護士　下河辺

し も こ う べ

和彦
かずひこ

）

03－3595－1201
《五菱会事件被害回復センターでは申請書の提出を受け付けています》
〒100-0013 東京都千代田区霞が関一丁目1番1号中央合同庁舎６号館B棟1階

午前9時30分～午後0時、午後1時～午後5時（土曜日、日曜日及び祝日等の休日を除く）

「被害回復給付金を支給する手続」についての大切なお知らせです。

東京地方検察庁や五菱会被害回復セ
ンター等を名乗る架空請求にご注意
ください。
この手続では、申請人や申請を希望
される方に金銭をお支払いいただく
ことはありません。

東京地方検察庁

“税金”、“医療費”、“保険料”…悪質な還付金詐欺にご注意！
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安易に借金をしてはいけません
～多重債務に陥らないために～

①多重債務の恐ろしさ
消費者金融（ローン）やクレジットカードの無計画な利用により、借金が雪だるま式に増えてしまう「多重債

務」状態に陥るケースが増えています。中には、夜逃げや自殺など深刻な状況に追い込まれる人もいます。

②ローンもクレジットも借金です
私たちは､お店でクレジットカードを提示するだけでお金を支払わずに商品を購入することができます。しか

し、クレジットカードの利用も、消費者金融からの借入れと同じ「借金の契約」です。その契約に基づいて、あ
なたは後でお金を支払わなければなりません。

③金利の負担に注意しましょう
借りたお金を返済する時は、借りた金額に金利を加えて返さなければなりません。毎月の返済額は同じでも、

金利が高いほど返済の負担は重くなり、また、返済に要する期間も長くなります。金利と合わせて、いくら返済
しなければならないのか、よく注意する必要があります。

④多重債務に陥らないために注意すること
ローンやクレジットカードを利用する際の注意点をまとめました。
１.それは本当に必要なお金（もの）ですか？
２.今すぐ必要なお金（もの）ですか？
３.金利はどのくらいかかりますか？
４.自分の収入で、きちんと返済していけますか？
５.借金返済のための借金ではないですか？

⑤多重債務に陥ってしまったら
万が一、自分の収入で借金を返済できない状況になってしまっても、安易に返済のための借金をしてはいけま

せん。それは、借金が雪だるま式に増える多重債務の始まりです。まずは相談し、解決策を立てましょう。多重
債務に陥った場合の解決には次のような方法があります。
1. 私的（任意）整理
裁判所を通さず、弁護士や司法書士に依頼して、利息制限法に基づいて債務整理を行います。
2. 特定調停
簡易裁判所に特定調停の申立てをして、調停委員のあっせんにより利息制限法に基づいて債務整理を行います。
3. 自己破産
地方裁判所に自己破産申立てをして裁判所の審理によって破産宣告を受けます。それを受け免責の申立てを
して決定を受ければ、債務を免除されます。自己破産すると 5 ～ 7 年間は銀行等からの借金やクレジットカー
ドの発行が受けられなくなります。
4. 個人再生
地方裁判所に個人再生の申立てをして認可された再生計画案に基づき、計画案どおり弁済すれば元本の一部
が免除されます。

役場総務課消費生活相談担当 蕁２７－２１１１（内線２２３）
新潟県消費生活センター 蕁０２５－２８５－４１９６（相談専用）

安易に借金をしてはいけません
～多重債務に陥らないために～

seirou2008.11  08.10.28 13:51  ページ 24



23  H20.11広報聖籠
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２
２
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９
６
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①
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迎
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君
が
し
な
く
て

誰
が
す
る
」

実
施
期
間

11
月
９
日（
日
）か
ら
15
日（
土
）の
７
日
間

秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

「
火
の
し
ま
つ

君
が
し
な
く
て

誰
が
す
る
」

実
施
期
間

11
月
９
日（
日
）か
ら
15
日（
土
）の
７
日
間
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「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
い
う
こ

と
ば
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
進
学

す
る
際
に
、環
境
の
変
化
に
よ
り
、

学
校
生
活
に
適
応
で
き
な
く
な
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。こ
の
問
題
は
、

小
中
だ
け
で
は
な
く
、
園
小
に
も

言
え
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
そ

の
解
消
に
向
け
て
、
各
校
が
単
独

で
活
動
を
行
う
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
が
十
分
な
連
携
と
協
力
の

も
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
移
行
で
き
る
よ
う
な
取
組
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

聖
籠
町
に
は
、こ
ど
も
園
、

小
学
校
、
中
学
校
の
職
員
に

よ
る
聖
籠
町
教
育
研
究
協
議

会
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
の
十
二
年
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
（
十
二
年

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
、
こ
ど

も
園
か
ら
、
中
学
校
ま
で
の

十
二
年
間
を
見
通
し
た
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）で
は
児
童
、

生
徒
に
ど
ん
な
力
を
付
け
た

い
か
を
話
し
合
い
、昨
年
度
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
、

保
護
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

子
ど
も
を
育
て
る
の
は
学
校
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
、
家
庭
・
地

域
と
学
校
が
協
力
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
家
庭

や
地
域
の
方
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
を
、
こ
の
広
報
紙
を
通
じ
、
お

伝
え
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
を
機

会
に
も
う
一
度
ご
家
庭
の
取
組
を

振
り
返
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
未
来
に
は
ば
た
く
聖
籠
の

子
を
み
ん
な
で
協
力
し
て
育
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
。（
園
・
小
・
中

に
通
っ
て
い
る
保
護
者
の
方
に

は
、
二
学
期
の
保
護
者
会
等
で
配

布
予
定
で
す
。）

① 早寝・早起き・朝食の習慣を付けさせましょう。
② 家庭学習・読書の習慣を付けさせましょう。
③ 授業参観等に来て子どもの様子を見たり、授業の支援をしたりしましょう。
④ 時と場面に応じた言葉遣い、行動の仕方を教えましょう。
⑤ 家族の一員として、お手伝いをさせましょう。

〈園・学校の目指す子ども像〉

① 学び続ける子
② 認め合える子
③ 夢をもってがんばり続ける子
④ 礼儀正しい子

家庭・地域にお願いしたいこと

「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」「こんな子どもに！育てたい」

協力して
聖籠の子を
育てましょう！

聖籠町教育研究協議会
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
27
日
（
土
）

●
聖
籠
町
育
樹
祭

好
天
に
め
ぐ
ま
れ
実
施

「
育
も
う
心
の
樹
、
育
て
よ
う

緑
の
保
安
林
」
を
合
言
葉
に
、
爽

や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
亀
代
小

学
校
付
近
の
砂
防
林
で
育
樹
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

刈
り
体
験
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。弁

天
潟
を
訪
れ
る
白
鳥
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
町
民
の
期
待
に
応

え
て
、
今
年
も
よ
り
多
く
の
白
鳥

が
飛
来
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
冬
期
、
弁
天

潟
に
は
白
鳥
の
ほ
か
に
も
数
多
く

の
渡
り
鳥
が
羽
を
休
め
る
た
め
飛

来
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
冬
も
、
こ
の
白
鳥
た
ち
の
た

め
に
、
餌
付
け
用
の
「
し
い
な
米
」

「
パ
ン
」「
茶
が
ら
」
等
を
集
め
て

い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

10
月
12
日
（
日
）

●
聖
籠
町
消
防
演
習
開
催

10
月
12
日（
日
）、
亀
代
小
学
校

を
会
場
に
町
消
防
演
習
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
演
習
は
、
消
防
団
員
の
資

産
業
観
光
課

地
元
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

を
は
じ
め
関
係
機
関
か
ら
約
70
人

が
参
加
し
、
松
の
木
の
間
引
き
や

枝
打
ち
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
育
樹
祭
は
、
保
安
林
の
保

護
、育
成
を
目
的
に
行
う
も
の
で
、

植
樹
祭
で
植
樹
し
た
松
の
木
を
数

年
後
に
そ
の
生
育
環
境
を
良
好
に

保
つ
た
め
間
引
き
や
、
枝
打
ち
を

広
く
町
民
の
方
々
に
体
験
し
て
い

た
だ
き
、緑
の
大
切
さ
を
実
感
し
、

森
林
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
い

う
目
的
も
あ
り
ま
す
。

弁
天
潟
に
白
鳥
を
迎
え
る
準
備

を
し
ま
し
た
。

今
年
も
地
元
の
蓮
野
研
究
会
に

蓮
刈
り
を
お
願
い
し
て
、
白
鳥
を

迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
蓮
野
小
学
校
の
３
年
生

も
弁
天
潟
で
総
合
学
習
と
し
て
蓮

ふ
る
さ
と
整
備
課

生
活
環
境
課

質
向
上
と
有
事
に
備
え
た
機
動
力

の
強
化
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
消
防
団
活
動
の
基
本

と
な
る
規
律
訓
練
を
は
じ
め
、
全

28
班
が
行
う
消
防
操
法
、
小
型
ポ

ン
プ
に
よ
る
実
践
放
水
、
集
落
内

の
分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
消
防
団
員
が
真
剣
に
操
法
な

ど
に
取
り
組
む
姿
は
、
ま
さ
に
火

災
現
場
で
の
消
火
活
動
で
あ
り
、

人
命
、
財
産
を
必
ず
守
る
と
い
う

意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
、
消
防
活
動
に

お
い
て
功
績
・
功
労
の
あ
っ
た
57

名
が
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。平

成
20
年
９
月
26
日
（
金
）

■
学
校
教
育
課

●
教
育
委
員
会
定
例
会

第
９
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
委
員
長

の
選
挙
が
行
わ
れ
、
小
柳
健
二

氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
20
年
度
文
部
科
学
大
臣

優
秀
教
員
表
彰
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て
）

●
学
校
訪
問
会
食

平
成
20
年
９
月
17
日（
水
）

第
８
回
学
校
訪
問
会
食
実
施

（
蓮
野
こ
ど
も
園
）

平
成
20
年
９
月
19
日（
金
）

第
９
回
学
校
訪
問
会
食
実
施

（
蓮
潟
こ
ど
も
園
）

平
成
20
年
９
月
26
日（
金
）

第
10
回
学
校
訪
問
会
食
実
施

（
蓮
野
小
学
校
）

８
月
25
日
（
月
）

●
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
20
期

第
20
回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

譲
受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

所
有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い

て
・
聖
籠
町
農
地
移
動
適
正
化
あ
っ

せ
ん
基
準（
案
）の
承
認
に
つ
い

て
以
上
の
４
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

農
業
委
員
会
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お問い合わせ
生活環境課

蕁27ー1962（直通）

知ってますか？
廃棄物の野焼きは原則禁止です!!

● 町内で野焼きが多発しています
廃棄物の野焼き（廃棄物の処理基準に従わない野外での焼却）は、ダイオ

キシン類の排出など環境汚染をもたらすばかりか、煙による健康被害も心配

されます。

廃棄物処理法では、どんど焼き等の風俗習慣上又は宗教上行われるものや、

たき火等の日常生活を営む上で通常行われる軽微な焼却行為などを除き、野

焼きを原則禁止しています。違反すると直ちに罰則の対象となります。

廃棄物を処理する場合は、廃棄物処理業者に委託するなど、廃棄物処理法

で定める方法で適正に処理してください。

（注意点）

・ドラム缶、ホームセンター等で販売している煙突付きの焼却炉での焼却

も野焼きに当ります。

・廃棄物の投入口が外気と直接つながるもの、煙突から火炎、黒煙、焼却

灰等の出る焼却炉での焼却は全て野焼きに当ります。

（罰　則）

・3年以下の懲役又は300万円以下の罰金又はこの併科

NPO法人加治川ネット21では、小学校での環境学習をテーマにパネル展と学習発表会を開催します。こども
たちにとっては日々の環境学習の成果を発表し、同時に他校の学習成果を学ぶ絶好の機会。大人にとっては、
地域の環境を身近に感じ、見つめ直すいい機会です。ぜひご参加ください。

【小学校環境学習パネル展】
・と　き／11月8日（土）～15日（土）午前10時～午後7時
・ところ／イオンジャスコ新発田店1階中央ロビー
・内　容／聖籠町と新発田市の小学生が作成した環境学習のパネル展示

【小学生による環境学習発表会】
・と　き／11月16日（日）午後1時30分～3時30分
・ところ／新発田市生涯学習センター講堂
・内　容／山倉・赤谷・米倉・御免町・荒橋・佐々木・米子小学校児童による環境学習の成果発表
・料　金／無料
・その他／環境学習パネルも展示します

問合せ先：NPO法人加治川ネット21事務局 ３１－４１１１（若月建設㈱内）

小学校環境学習発表会とパネル展
のお知らせ

山倉小のテーマ：「初めて泳いだ加治川！」
◎山小アウトドアクラブから4～6年生数名が
参加予定
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町の交通事故発生状況

平成20年

平成19年

増　減

8

8

0

0

0

0

8

13

－5

73

74

－1

1

0

＋1

96

103

－7

発生
件数

死者数 傷者
発生
件数

死者数 傷者

9 月 1 月～ 9 月区分

年

交 通 
安 全 
交 通 
安 全 
vol.79

交通安全に関することは
役場生活環境課

蕁27ー1962（直通）

昨
年
の
県
内
に
お
け
る
交

通
事
故
死
者
の
う
ち
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割

合
は
5
6
・
3
％
で
、
4
年

連
続
で
半
数
を
超
え
て
い
ま

す
。
例
年
、
日
没
が
早
ま
る

こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
高
齢
者
事
故
が
多

発
し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
夕
暮
れ
時

の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
ラ

イ
ト
の
上
向
き
走
行
の
励

行
、
歩
行
者
は
道
路
横
断
時

に
お
け
る
安
全
確
認
の
徹
底

と
反
射
材
の
活
用
で
交
通
事

故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

街
頭
で
「
交
通
ル
ー
ル
」
を
指
導

を
確
保
し
、
交
通
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
に
「
交
通
ル
ー
ル

と
交
通
マ
ナ
ー
」
を
守
る
指
導
や

呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
運
動
期
間
中
は
各
種
団

体
が
交
通
事
故
防
止
の
た
め
様
々

な
取
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
運
動
実
施
中

●
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

・
見
通
し
の
よ
い
場
所
を
横
断
す

る
。

・
車
の
通
り
が
少
な
く
て
も
、
左

右
の
安
全
を
十
分
確
認
す
る
。

・
近
づ
く
車
が
見
え
た
ら
、
無
理

に
渡
ら
ず
、
通
り
過
ぎ
る
の
を

待
つ
。

・
止
ま
っ
て
い
る
車
の
直
前
直
後

や
通
り
過
ぎ
た
車
の
す
ぐ
後
ろ

は
渡
ら
な
い
。

・
渡
り
な
が
ら
も
左
右
確
認
。

安全
確認

きちんと
確認

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合

わ
せ
９
月
22
日
に
町
内
一
斉
街
頭

指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

指
導
し
た
の
は
交
通
安
全
協
会

聖
籠
支
部
、
交
通
安
全
母
の
会
、

交
通
安
全
指
導
員
、
新
発
田
警
察

署
、
町
関
係
者
約
１
２
０
人
。
小

中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
の
安
全一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導一斉街頭指導

交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ

●
自
転
車
に
乗
る
と
き
は

・
「
止
ま
れ
」
の
標
識
が
あ
る
と

こ
ろ
で
は
、
必
ず
一
時
停
止
。

標
識
が
な
く
て
も
、
見
通
し
の

悪
い
交
差
点
で
は
、
一
時
停
止

し
て
十
分
に
安
全
を
確
認
す
る
。

・
進
路
変
更
す
る
と
き
は
後
ろ
の

安
全
も
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
。

・
自
転
車
が
通
行
で
き
る
歩
道
な

ど
、安
全
な
道
路
を
通
行
す
る
。

●
夜
間
外
出
す
る
と
き
は

・
明
る
い
服
装
と
夜
光
反
射
材
を

身
に
つ
け
、
自
分
の
存
在
を
周

囲
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
は
ラ
イ
ト
を
つ
け
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
後
部
や
側
面
に

も
反
射
材
を
つ
け
る
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 高齢者の交通事故防止のポイント
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注
目
の
選
手

Ｍ
Ｆ
　
背
番
号
7

松
下
　
年
宏
選
手

２
０
０
６
年
シ
ー
ズ
ン
の
途

中
か
ら
チ
ー
ム
の
一
員
と
な
り
、

今
や
左
サ
イ
ド
の
チ
ャ
ン
ス
メ

ー
カ
ー
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存

在
と
言
え
る
の
が
松
下
年
宏
選

手
で
す
。
当
初
は
１
年
半
の
期

限
付
き
移
籍
で
の
加
入
だ
っ
た

の
で
す
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
初
め

に
１
年
期
間
を
延
長
し
て
今
季

も
新
潟
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

松
下
選
手
の
良
さ
は
何
と
言
っ

て
も
気
持
ち
を
前
面
に
出
し
て

回
戦
か
ら
Ｊ
１
リ
ー
グ
に
所
属

す
る
チ
ー
ム
が
登
場
し
ま
す
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
２
日

に
、
Ｊ
２
の
横
浜
Ｆ
Ｃ
と
対
戦

し
ま
す
。
昨
年
は
初
戦
で
苦
杯

を
喫
し
た
だ
け
に
、
し
っ
か
り

と
勝
利
し
、
15
日
の
５
回
戦
に

駒
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す

（
５
回
戦
の
対
戦
相
手
は
、
Ｆ
Ｃ

東
京
ｖ
ｓ
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
勝

者
）。
天
皇
杯
は
「
一
発
勝
負
」

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
あ
る

た
め
、
普
段
の
リ
ー
グ
戦
と
は

一
味
違
っ
た
戦
い
に
な
り
ま
す

が
、
ぜ
ひ
勝
利
を
積
み
重
ね
て
、

元
旦
に
国
立
競
技
場
で
行
わ
れ

る
決
勝
戦
進
出
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
11
月
の
試
合
日
程

∧
Ｊ
１
リ
ー
グ
∨

第
31
節

11
月
９
日（
日
）

ｖ
ｓ
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

16：

00

県
立
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム

第
32
節

11
月
23
日（
日
）

ｖ
ｓ
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

16：

00

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
33
節

11
月
30
日（
日
）

ｖ
ｓ
Ｆ
Ｃ
東
京

16：

00

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

闘
い
、
手
を
抜
か
ず
に
90
分
間

走
り
続
け
る
と
こ
ろ
で
す
。
開

幕
当
初
は
怪
我
の
影
響
で
ベ
ン

チ
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
見
事

結
果
を
残
し
て
ス
タ
メ
ン
の
座

を
奪
い
取
り
、
今
で
は
得
意
の

プ
レ
ー
ス
キ
ッ
ク
の
キ
ッ
カ
ー

も
任
さ
れ
る
な
ど
大
活
躍
で
す
。

今
季
記
録
し
て
い
る
１
得
点
は

第
15
節
名
古
屋
戦
で
の
も
の
で
、

首
位
争
い
を
演
じ
る
相
手
か
ら

勝
利
を
奪
う
た
め
の
貴
重
な
先

制
点
で
し
た
。
た
だ
、
名
古
屋

戦
の
ゴ
ー
ル
は
本
人
も
珍
し
い

と
認
め
る
ヘ
デ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ー

ト
だ
っ
た
の
で
、
今
季
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
ミ
ド
ル

シ
ュ
ー
ト
で
の
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
て
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積

ん
で
い
ま
す
。
残
り
数
試
合
と

な
り
ま
し
た
が
、
両
足
か
ら
放

た
れ
る
強
烈
な
弾
道
に
注
目
し

て
く
だ
さ
い
ね
。

１
つ
で
も
上
へ

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
！

Ｊ
１
リ
ー
グ
戦
も
い
よ
い
よ

終
盤
戦
と
な
り
、
４
試
合
を
残

す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
10
月

は
１
試
合
も
落
と
せ
な
い
状
況

の
中
、
４
日
に
開
催
さ
れ
た
第

28
節
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
戦
は

０
｜
０
の
ス
コ
ア
で
引
き
分
け

と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
で
勝

利
が
欲
し
い
状
況
で
勝
ち
切
れ

ず
勝
ち
点
２
を
失
っ
た
と
も
言

え
ま
す
が
、
順
位
が
下
の
チ
ー

ム
と
の
勝
ち
点
差
が
詰
ま
っ
て

い
る
以
上
、
貴
重
な
勝
ち
点
１

を
得
た
と
捉
え
て
全
力
で
目
の

前
の
試
合
に
挑
み
、
練
習
で
修

正
を
加
え
て
ま
た
次
の
一
戦
に

臨
む
こ
と
を
繰
り
返
し
て
、
結

果
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が

一
番
大
事
で
す
。
今
月
の
ホ
ー

ム
で
の
リ
ー
グ
戦
は
23
日
の
大

宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
戦
の
み
で

す
。
ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
寒
さ
に
負
け
ぬ

熱
い
声
援
で
選
手
達
を
鼓
舞
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

元
旦
決
勝
を
目
指
し
て

天
皇
杯
開
催

９
月
13
日
に
開
幕
し
た
第
88

回
『
天
皇
杯
全
日
本
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
』
決
勝
大
会
に
は
、
４

アルビレックス
新潟情報!!
アルビレックス
新潟情報!!

∧
天
皇
杯
∨

４
回
戦

11
月
２
日（
日
）

ｖ
ｓ
横
浜
Ｆ
Ｃ

13：

00

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム

５
回
戦

11
月
15
日（
土
）

ｖ
ｓ
対
戦
相
手
未
定

13：

00

と
り
ぎ
ん
バ
ー
ド
ス
タ

ジ
ア
ム

※
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
な

ど
そ
の
他
の
日
程
は
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
下
さ
い
。
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Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
に
は
、
選
手
や
指
導
者
、
ト
レ

ー
ナ
ー
を
目
指
す
学
生
の
他
に
、

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
運
営
や
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
に

携
わ
る
人
材
を
育
成
す
る
、
サ
ッ

カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
科
も
あ
り
ま
す
。

今
月
号
は
、
サ
ッ
カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

科
が
企
画
・
運
営
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

駅
南
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
を
主
催

こ
の
大
会
は
、
新
潟
駅
南
口
に

あ
る
Ｎ
Ｓ
Ｇ
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト

を
会
場
に
、
10
月
中
旬
か
ら
、
週

末
を
利
用
し
て
定
期
的
に
開
催
し

ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
よ
り
多
く
の
み

な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
開
催
日
ご
と
に
参
加
者
の

レ
ベ
ル
等
を
設
定
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。
11
月
は
、
左
記
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

◇
11
月
２
日（
日
）

ビ
ギ
ナ
ー（
初
心
者
）

◇
11
月
３
日（
月
・
祝
）

エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
上
級
者
）

◇
11
月
23
日（
日
）、24
日（
月
・
祝
）

男
女
ミ
ッ
ク
ス（
女
性
２
名
以
上
）

※
参
加
チ
ー
ム
多
数
の
場
合
、
先

着
順

※
開
催
時
間

午
後
12
時
〜
午
後
５
時
（
全
日
程
）

◇
お
問
い
合
わ
せ

蕁
０
２
５
４
｜
３
２
｜
５
３
５
７

（
担
当
・
石
坂
）

聖
籠
町
の
3
小
学
校
で
週
末
体

験
ク
ラ
ブ
を
実
施

こ
の
活
動
は
、
聖
籠
町
教
育
委

員
会
が
主
催
す
る
週
末
体
験
ク
ラ

ブ
を
、
サ
ッ
カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
科
の

協
力
に
よ
り
行
う
も
の
で
す
。

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
遊

ぼ
う
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
、
11

月
22
日
（
土
）
か
ら
、
各
小
学
校

三
週
連
続
で
土
曜
日
に
実
施
。
聖

籠
町
の
３
小
学
校
に
通
う
児
童
の

中
か
ら
、
週
末
体
験
ク
ラ
ブ
登
録

者
を
対
象
に
、
サ
ッ
カ
ー
の
動
き

を
活
か
し
た
か
ら
だ
づ
く
り
、
運

動
遊
び
を
行
う
と
い
う
も
の
で

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

イ
ベ
ン
ト
情
報す

。
日
程
に
つ
い
て
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

11
月
22
日
　
蓮
野
小
学
校
体
育
館

11
月
29
日
　
山
倉
小
学
校
体
育
館

12
月
６
日
　
亀
代
小
学
校
体
育
館

※
３
校
と
も
、
時
間
は
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

■
日
時
12
月
６
日（
土
）

午
後
２
時
30
分
試
合
開
始

■
会
場
　
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ

ス
タ
ン
ド
２
層
目
自
由
席
で
す
。

※
状
況
に
よ
り
他
の
座
席
を
ご
案

内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
応
募
条
件

聖
籠
町
在
住
者

■
募
集
人
数

５
０
０
名

■
応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
の
往

信
裏
面
に
①
12
月
６
日
Ｇ
大
阪

戦
②
住
所
③
氏
名
・
年
齢
④
電

話
番
号

⑤
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚

数
（
３
枚
ま
で
）
⑥
後
援
会
資
料

請
求
（
す
る
・
し
な
い
）
を
記
載

し
、
返
信
用
表
面
に
返
信
先
（
ご

自
分
）
の
住
所
・
氏
名
を
ご
記
入

の
上
、
あ
て
先
に
送
付
し
て
下
さ

い
。

※
往
復
ハ
ガ
キ
は
各
自
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
応
募
は
、
１
世
帯
に
つ

き
１
通
限
り
有
効
で
す
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
応
募
期
限

11
月
21
日（
金
）

必
着

■
受
け
渡
し

ご
招
待
の
可
否
を

返
信
用
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ
し

ま
す（
11
月
28
日（
金
）頃
の
予
定
）。

ま
た
、
お
電
話
で
の
可
否
に
つ
い

て
の
お
問
合
せ
は
お
答
え
い
た
し

か
ね
ま
す
。
ご
観
戦
い
た
だ
く
方

は
、返
信
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
の
上
、

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
の
Ｓ
ゲ
ー
ト
と
Ｅ
ゲ
ー
ト
の

間
の
「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後

援
会
」
テ
ン
ト
に
て
チ
ケ
ッ
ト
と

お
引
換
え
後
に
ご
入
場
、
ご
観
戦

と
な
り
ま
す
。

■
あ
て
先

〒
９
５
０
｜
０
９
５
４
　
新
潟
市

中
央
区
美
咲
町
２
｜
１
｜
１
０

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係

■
問
い
合
せ

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
後
援
会
　
國
井
／
牧
野

蕁
０
２
５
｜
２
８
２
｜
０
０
１
１

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
試
合
観
戦
ご
招
待
の
お
知
ら
せ

J
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
1

第
34
節

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
対
ガ
ン
バ
大
阪

〔往復はがき記入例〕
※はがきは見開きの状態です。
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元気に育ってね！

この写真は保健福祉センターで
行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

五十嵐 栄養教諭

～楽しく食べて健康な
体と心を作りましょう。～

食
しょく

は味楽来
ミ ラ ク ル

●●●

№4№4№4№4№4№4№4№4№4№4№4№4№4№4№4№4№4

自校給食と比べ、センター給食は思うようにいかないことが
多い中、子どもたちによりおいしく食べてもらうためにどうし
たらよいか考える毎日です。
ある日、調理員さんに、こんなことを提案してみました。“味噌汁などの汁物

に入れる青みを綺麗な緑色のままに子どもたちに食べさせたい”と????
なんと!今では、青菜は茹で上げクラスごとにお椀に入れて届けます。子どもた
ちが盛り付ける直前に食缶にいれることで、青菜の綺麗な緑色とシャキシャキ
した歯ごたえを楽しみながらおいしく食べてもらっています。簡単そうに思え
るかもしれませんが、実はお椀の数は、こども園19個、小学校38個、中学校
17個と合計74個もあり、それらをひとつひとつ盛り分け、ラップし袋に入れ、
各学校のコンテナに入れるという大変細かい手間がかけられています。県内の
数ある給食センターの中でこんなことをしてくれるのは聖籠町の給食センター
だけかも知れません。本当に調理員さんの心意気に日々感謝です。

町の宝で～す
9月の乳児健診から

佐久間蒼
そう

也
や

ちゃん 宮崎　咲
さく

人
と

ちゃん

堀　 晴
はる

紀
き

ちゃん 奥村　心愛
みのり

ちゃん

斎藤　百
もも

花
か

ちゃん 小林　唯
ゆい

人
と

ちゃん

大野　花華
は な

ちゃん 吉田　翔大
しょうだい

ちゃん

小幡　ひな
　

ちゃん 遠藤　楓晃
かえで

ちゃん

CHIKAさん 12歳 COCOさん 5歳

くりさん 9歳 きの山さん 10歳 キティーさん13歳

露草さん14歳

外山霞美さん6歳

せーちゅーせいさん 14歳

投稿するときは濃い鉛筆（2B以上）
かペンで書いてください。（薄い
ものは掲載できません）名前は必
ず書いてください。（ペンネーム
希望の場合は名前の横にペンネー
ム『○○○』と書いてください。
1か月に一人1枚だけ受け付けま

す。

蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生蓮野小学校6年生

調理員さんの心意気！編給食センター紹介

子どもたちのコメント
＊色どりがきれいでうま
そう。
＊シャキシャキしておい
しい。
＊ありがとうございます。
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シャオロンさん 14歳 二宮伊吹さん8歳

ブドウさん 13歳 さとうみきさん 6歳

た
り
農
業
協
同
組
合
の
職
員
及
び

同
理
事
と
し
て
奉
職
さ
れ
、
そ
の

豊
か
な
団
体
役
職
員
と
し
て
の
経

験
を
踏
ま
え
、
適
正
か
つ
公
平
な

審
査
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
任
期
は
平
成
20
年
10
月

１
日
か
ら
平
成
22
年
12
月
31
日
ま

で
の
前
任
者
残
任
期
間
で
す
。

９
月
の
第
３
回
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
任
期
途
中
で
辞
任
さ

れ
た
駒
田
文
雄
さ
ん
の
後
任
と
し

て
、
高
橋
龍
義
さ
ん
が
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
同
意

さ
れ
、
町
長
か
ら
10
月
１
日
付
け

で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
龍
義
さ
ん
は
、
長
年
に
わ

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
高
橋
龍
義
さ
ん

橋　龍義さん
（道賀新田）

し
い
ぶ
ど
う
を
も
ら
っ
て
笑
顔
の

こ
ど
も
た
ち
で
し
た
。

大
き
な
イ
モ
、
と
っ
た
ど
〜
！

お
い
し
い
ワ
イ
ン
は
、
お
い
し

い
ぶ
ど
う
か
ら

10
月
８
日
（
水
）、
蓮
潟
こ
ど

も
園
の
５
歳
児
と
保
護
者
、
約
60

人
が
二
本
松
の
　
橋
巨
峰
園
に
て

「
聖
籠
ワ
イ
ン
」
の
原
料
と
な
る

巨
峰
の
収
穫
を
お
手
伝
い
し
ま
し

た
。園

主
の
高
橋
正
之
さ
ん
か
ら
取

り
方
を
教
わ
っ
て
か
ら
、
一
斉
に

収
穫
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
木
の

高
さ
が
１
７
０
セ
ン
チ
も
あ
る
た

め
、
か
ご
を
踏
み
台
代
わ
り
に
し

た
り
、
大
人
に
持
ち
上
げ
て
も
ら

っ
た
り
し
な
が
ら
約
50
キ
ロ
の
巨

峰
を
摘
み
取
り
ま
し
た
。
帰
り
に

は
が
ん
ば
っ
た
ご
ほ
う
び
に
お
い

10
月
14
日（
火
）、
聖
籠
中
学
校

の
畑
で
、
蓮
野
・
蓮
潟
・
亀
代
こ

ど
も
園
の
こ
ど
も
た
ち
は
５
月
に

自
分
た
ち
で
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ

の
収
穫
を
し
ま
し
た
。

蓮
潟
集
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
が
草
取
り
等
お
世
話
を
し
て

く
れ
た
お
蔭
で
イ
モ
も
大
き
く
育

ち
、
こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
こ
ど

も
た
ち
は
お
家
の
方
に
も
手
伝
っ

て
も
ら
い
、
次
々
と
掘
り
出
し
ま

し
た
。

米
、
野
菜
、
果
物
と
聖
籠
町
で

は
様
々
な
お
い
し
い
食
べ
物
が
収

穫
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
体
験
を

通
し
て
幼
い
こ
ど
も
た
ち
一
人
一

人
の
心
に
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み

や
、
実
る
ま
で
に
沢
山
の
手
間
を

か
け
て
い
る
人
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
が
芽
生
え
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

実
り
の
秋
、
満
喫
！

〜
こ
ど
も
園
園
児
、
収
穫
体
験

〜
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